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後期高齢者医療被保険者証（見本）

保険証
（国保、健康保険等）

老人医療受給者証後期高齢者医療被保険者証

⬅

4月から 現　在

４
月
か
ら
始
ま
る

　
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
一
定
の

障
が
い（
寝
た
き
り
等
）が
あ
る
65

歳
以
上
で
大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
（
以
下
、
広
域
連
合
）

の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
全
員
４

月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証(

保
険
証)

が

３
月
中
に
被
保
険
者
１
人
に
１
枚

交
付
さ
れ
ま
す
。

※
老
人
保
健
制
度
で
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
広
域
連
合
で
認
定

を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

○
発
送
方
法

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
、
３
月
中
に
配
達
記
録
郵
便
に

よ
り
発
送
し
ま
す
。
不
在
の
場
合

に
は
「
不
在
連
絡
の
通
知
書
」
が

入
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
方
法
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

○
病
院
等
に
か
か
る
と
き

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

だ
け
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
た
な
制
度
の
被
保
険
者
に
な

っ
た
日
か
ら
、
今
ま
で
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
の
保
険
証
、
老
人

医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は
高
齢
受

給
者
証
）
は
使
え
な
く
な
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
１
枚

で
受
診
で
き
ま
す
。

●
資
格
取
得
年
月
日

　（
対
象
と
な
る
日
）

※
75
歳
に
な
る
と
き
に
加
入
の
届

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出
を

し
な
く
て
も
誕
生
日
前
に
保
険
証

が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

※
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
は
、
申
請
を
し
て
広
域
連

合
か
ら
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
制

度
で
認
定
を
受
け
て
い
た
人
は
、

認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合

　（
窓
口
で
の
負
担
）

　
所
得
に
応
じ
て
、
１
割
ま
た
は

３
割
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
等
に
は
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
１
割
ま
た
は
３
割
を
負
担
し

て
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
限

　
平
成
21
年
７
月
31
日

　
た
だ
し
、
平
成
20
年
度
の
所
得

（
平
成
19
年
中
収
入
）
に
よ
り
負

担
割
合
が
変
わ
る
方
に
は
、
平
成

20
年
７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
負
担
割
合
が
変
わ
る
の

は
、
平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
で

す
。

■
受
け
ら
れ
る
医
療
の
給
付

　
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
じ

医
療
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
で
、
高
額
療
養
費

（
負
担
し
た
医
療
費
が
限
度
額
（
月

ご
と
）
を
超
え
た
場
合
に
支
給
）

の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
引

き
続
き
広
域
連
合
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
申
請
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
一
度
申
請
を
す
れ
ば
、
高

額
療
養
費
に
該
当
す
る
月
ご
と
に

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
高
額
医
療
・
高

額
介
護
合
算
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

同
じ
世
帯
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

入
院
す
る
場
合

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人

は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、老
人
保
健
制
度
の
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、

保
険
証
送
付
時
に
同
封
し
て
発

送
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対　象　者 資格取得年月日 手 続 き

昭和 8年 4月 1日
以前に生まれた方 平成 20年 4月 1日 申請不要

昭和 8年 4月 2日
以降に生まれた方 75歳誕生日当日 申請不要

一定の障がいがある
65歳以上の方

広域連合の
認定を受けた日 申請必要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
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ス
の
利
用
料
と
医
療
費
の
自
己
負

担
額
の
合
算
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
限
度
額
（
年
ご
と
）
を
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
受

付
が
平
成
21
年
８
月
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
請
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

　

被
保
険
者
全
員
が
保

険
料
を
納
め
ま
す
。
被

保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
と

の
合
計
額
が
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、

年
金
か
ら
徴
収
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
る
方
法
と
、

市
町
村
か
ら
送
付
す
る

納
付
書
や
口
座
振
替
等

で
納
め
る
（
普
通
徴
収
）

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
や
共
済
組
合
等
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

特
例
措
置
と
し
て
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
半
年
間
、
保
険
料
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

　

年
金
の
支
給
月
（
年
６
回
）
の

際
に
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
が
年

金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で

（
４
、６
、８
月
）
は
、
仮
計
算
さ

れ
た
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

※
４
月
に
保
険
料
仮
徴
収
額
を
お

知
ら
せ
す
る
「
仮
徴
収
額
決
定
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
が
確
定
し
た
後
は
、

年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
３
期
（
10
、

12
、
２
月
）
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
の
合

計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

※
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

本
人
で
あ
っ
た
方
は
、
特
別
徴
収

に
切
り
替
わ
る
ま
で
の
間
、
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

 

納
付
書
等
で
納
付
（
普
通
徴
収
）

　

７
月
に
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
書
兼
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
毎
月
（
全
８
期
）
納
め
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

・
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

方・
介
護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

１
７
７
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

oita‒kouiki@
ever.ocn.ne.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
4
.ocn.ne.jp/

　

~oita-kou/

　

保
険
課
国
保
・
老
人
医
療
係

　

☎
63‒
４
８
０
９

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
68‒

２
２
１
３

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
76‒

１
１
１
３

　

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
75‒

２
２
１
３

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
世
帯
内
の
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯
の
世

帯
主
の
方
は
、
原
則
年
金
か
ら
保

険
税
が
徴
収
（
特
別
徴
収
）
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
①
か
ら
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
今
ま

で
ど
お
り
納
付
書
や
口
座
振
替
等

で
納
め
る
（
普
通
徴
収
）
こ
と
に

な
り
ま
す
。

①
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
世

帯
主

②
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の
合

算
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
世
帯
主

③
社
保
ま
た
は
75
歳
以
上
の
世
帯

主
（
擬
制
世
帯
主
）

◇
特
別
・
普
通
徴
収
の
判
定
例

例
１　

世
帯
主
72
歳
（
国
保
）、　

　

妻
68
歳
（
国
保
）
↓
特
別
徴
収

例
２　

世
帯
主
72
歳
（
国
保
）、　

　

妻
63
歳
（
国
保
）
↓
普
通
徴
収

例
３　

世
帯
主
78
歳
（
後
期
高
齢
、

　

擬
制
世
帯
主
）、妻
68
歳
（
国
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　

↓
普
通
徴
収

例
４　

世
帯
主
72
歳
（
社
保
、
擬

　

制
世
帯
主
）、
妻
68
歳
（
国
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　

↓
普
通
徴
収

例
５　

世
帯
主
72
歳
（
国
保
）、　

　

妻
68
歳
（
国
保
）、
子
40
歳
（
国

　

保
）　　
　
　
　
　
↓
普
通
徴
収

例
６　

世
帯
主
72
歳
（
国
保
）、　

　

妻
68
歳
（
国
保
）、
子
40
歳
（
社

　

保
）　　
　
　
　
　
↓
特
別
徴
収

　

４
、６
、８
月
に
支
給
さ
れ
る
年

金
か
ら
は
、
平
成
19
年
度
の
保
険

税
額
を
元
に
仮
計
算
し
た
額
を
徴

収
（
仮
徴
収
）
し
ま
す
。

　

仮
徴
収
さ
れ
る
方
に
は
、
４

月
に
仮
徴
収
額
を
お
知
ら
せ
す

る
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
前
年
中
の
所
得
が

確
定
後
は
、
７
月
に
平
成
20
年
度

の
税
率
で
再
計
算
し
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
10
、
12
、
２

月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
徴
収

（
本
徴
収
）
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒

４
８
０
３
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食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

県内初となる『どぶろく製造免許』を取得
後藤清幸さん　第１号の “起業者”に

　
竹
田
市
は
、
平
成
16
年
12
月
に

国
の
構
造
改
革
特
区
で
あ
る
「
ど

ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
宿
泊
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る

竹
田
市
中
角
の
後
藤
清
幸
さ
ん

が
、
県
内
で
第
１
号
と
な
る
ど
ぶ

ろ
く
製
造
免
許
を
１
月
23
日
に
取

得
し
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
ど
ぶ
ろ
く
研
究

会
に
参
加
、
宮
崎
県
か
ら
杜
氏
を

招
き
、
仕
込
み
等
の
技
術
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
食
育
ツ
ー
リ

ズ
ム
雇
用
創
出
大
作
戦
の
第
１
号

と
な
る
〝
起
業
者
〞
で
す
。

　
２
月
上
旬
か
ら
仕
込
み
を
始

め
、
３
月
２
日
㈰
か
ら
「
森
の
宿

泊
レ
ス
ト
ラ
ン

　
サ
リ
モ
ス
」
で

提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
の
持
ち
帰
り
販
売
に
向
け
、
商

品
名
や
ラ
ベ
ル
作
り
等
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
第
２
の
ど
ぶ
ろ
く
製
造
免
許
取

得
に
向
け
、
竹
田
市
経
済
活
性
化

促
進
協
議
会
活
性
化
推
進
室
で
は

ど
ぶ
ろ
く
研
究
会
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ぶ
ろ
く
研
究
会
で
は
、
事
業

プ
ラ
ン
の
策
定
、
税
務
署
へ
の
申

請
書
類
提
出
、
税
務
署
審
査
で
の

聞
き
取
り
や
追
加
書
類
の
提
出
、

登
録
免
許
税
の
納
付
、
免
許
付
与
、

仕
込
み
か
ら
初
蔵
出
し
、
商
品
名

や
ラ
ベ
ル
作
り
等
、
一
連
の
手

続
き
や
講
師
を
招
い
て
の
技
術
指

等
、
起
業
に
向
け
て
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
し
て
い
き
ま
す
。

 「
ワ
イ
ン
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」の

 

認
定
に
取
り
組
み
ま
す

　
国
の
構
造
改
革
特
区
で
は
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域

の
特
産
物
を
原
料
と
し
た
果
実
酒

及
び
リ
キ
ュ
ー
ル
の
製
造
免
許
に

係
る
酒
税
法
の
特
例
措
置
を
講
ず

る
法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
法
律
案
の
内
容
と
し
て
は
、
農

家
民
宿
や
飲
食
店
を
営
む
農
業

者
（
特
定
農
業
者
）
が
、
自
ら
生

産
し
た
果
実
を
原
料
と
し
て
果

実
酒
（
ワ
イ
ン
等
）
を
製
造
す
る

場
合
に
は
、
酒
税
法
の
酒
類
製
造

免
許
に
関
す
る
年
間
最
低
製
造
数

量
基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
。
ま

た
は
、
市
が
地
域
の
特
産
物
と
指

定
し
た
農
産
物
を
原
料
と
し
た
果

実
酒
又
は
リ
キ
ュ
ー
ル
（
梅
酒
や

か
ぼ
す
酒
等
）
を
製
造
し
よ
う
と

す
る
者
が
、
果
実
酒
ま
た
は
リ
キ

ュ
ー
ル
の
製
造
免
許
を
申
請
し
た

場
合
に
は
、
酒
税
法
の
酒
類
製
造

免
許
に
関
す
る
年
間
最
低
製
造
数

量
基
準
を
引
き
下
げ
る
（
果
実
酒

は
２
、０
０
０
㍑
、リ
キ
ュ
ー
ル
は

１
、０
０
０
㍑
）
こ
と
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
け
る
法
改
正
が
早
け
れ

ば
４
月
に
施
行
、
６
月
に
は
第
１

回
目
の
特
区
申
請
の
受
付
が
行
わ

れ
る
た
め
、
市
で
は
ど
ぶ
ろ
く
特

区
に
続
き
、
ワ
イ
ン
・
リ
キ
ュ
ー
ル

特
区
の
認
定
に
向
け
準
備
を
始
め

ま
し
た
。

　
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

を
行
お
う
と
考
え
て
い
る
果
実
生

産
者
、
ま
た
は
市
の
特
産
農
産
物

で
果
実
酒
や
リ
キ
ュ
ー
ル
を
製
造

し
た
い
方
は
、お
気
軽
に
活
性
化
推

進
室
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

どぶろく特区制度とは
　農家民宿や飲食店を営む農業者（特
定農業者）が、自ら生産した米を原料
として濁酒（どぶろく）を製造する場
合には、酒税法の酒類製造免許に関す
る年間最低製造数量基準（6,000 ㍑）
を適用しないというものです。県内で
は、由布市も特区に認定されています。

指導を受けながらの仕込み

こうじと無農薬米

通知書を手にする後藤さん
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3月の研修会
　1日㈯　 ・どぶろく初蔵出し
　　　　　　12：30～（サリモス）
　6日㈭　 ・城下町（田楽火鉢）研修会
　　　　　　13：00～ 15：00（吉富）
　6日㈭　 ・発酵商店街研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（むらさき草）
12日㈬　・城下町（ステンドグラス）研修会
　　　　　　9：00～ 13：00（竹田市役所 3F会議室）
13日㈭　・ジャム・ソース研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（むらさき草）
14日㈮　・農産加工研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（むらさき草）
17日㈪　・ワイン・リキュール研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（むらさき草）
18日㈫　・交流店舗拠点づくり研修会
　　　　　　13：30～ 16：00（竹田商工会館）
　　　 　・ジュース・ジャム・ソース研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（スロービート）
21日㈮　・企業組合設立説明会
　　　　　　13：30～ 15：30（竹田商工会館）
23日㈰　・就職セミナー＆合同企業面接会
　　　　　　13：00～ 17：00（ホテル岩城屋）
24日㈪　・発酵商店街研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（むらさき草）
25日㈫　・薬膳惣菜料理研修会（長湯）
　　　　　　10：00～ 12：00（友喜美荘）
　　　 　・ワイン・リキュール研修会
　　　　　　19：00～ 21：00（長湯）
26日㈬　・薬膳惣菜料理研修会
　　　　　　15：00～ 17：00（緒環）
27日㈭　・野菜加工研修会
　　　　　　13：30～ 15：30（竹田市役所 3F会議室）

竹
田
ら
し
さ
、竹
田
な
ら
で
は
と
は
？
「
大
合
同
研
修
会
」

　

平
成
22
年
３
月
ま
で
行
わ
れ
る

食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作

戦
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
関
連

業
種
）
や
食
育
、
食
づ
く
り
（
食

料
品
製
造
関
連
）
の
分
野
に
お
い

て
、
新
た
な
起
業
や
雇
用
の
場
を

創
り
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
食
・
癒
し
・
運
動
と
い
う
観

点
か
ら
地
域
資
源
に
光
を
あ
て
、

磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
、
住
む
人

に
と
っ
て
も
訪
れ
る
人
に
と
っ
て

も
心
地
よ
い
時
間
や
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、20
の
研
究
会
で
は
、様
々

な
分
野
か
ら
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
起

業（
企
業
組
合
の
設
立
）や
竹
田
の

特
産
物
を
使
っ
た
新
商
品
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
竹
田
な
ら
で
は
の

宿
づ
く
り
や
食
づ
く
り
、
お
も
て

な
し
等
〝
竹
田
ら
し
さ
〞
を
テ
ー

マ
と
し
た
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

　

２
月
16
日
㈯
に
、「
大
合
同
研

修
会
」
in
竹
田
を
直
入
総
合
支
所

で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
日
本
に

始
め
て
Ｌロ

ハ

ス

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
の
考
え
方
を

伝
え
た
大
和
田
順
子
さ
ん
を
招
き
、

「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
竹
田
ら
し

さ
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
各

研
究
会
の
講
師
や
事
業
推
進
員
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
竹
田
の
魅
力
と
竹
田

ら
し
さ
、
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目

指
す
方
向
と
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
竹
田
ら
し
さ
の
食
大

集
合
「
竹
田
の
食
・
も
ち
ろ
ん
安

全
、
安
心
」
で
は
、
郷
土
料
理
や

農
産
加
工
、
酒
・
発
酵
な
ど
の
各

研
究
会
で
進
め
ら
れ
て
い
る
新
商

品
等
を
中
心
に
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会活性化推進室
　☎ 62 ‒ 2122　℻ 62 ‒ 3953　Ｅメール　taketa-p@wine.plala.or.jp　ホームページ　http://otamaya.jp

就職セミナー
＆合同企業面接会
日時　３月 23日㈰　13時～ 17時
場所　ホテル岩城屋
　　　竹田市大字拝田原 161
　　　☎ 62-2211

　竹田市経済活性化促進協議会では、地
場企業と求職者とのマッチングの場、若
年層の地域雇用を促進することを目的とし
て、「就職セミナー＆合同企業面接会」を
開催します。
　キャリアカウンセラーによる就職セミ
ナーやキャリアカウンセリング、地元企
業に出展していただき、企業情報（求人
情報）を幅広く伝え、併せて就職面接会
を行います。
　また、竹田の様々なツーリズム（観光対
策）への取り組みや竹田らしさの食づくり
（食育）等のほか、食育ツーリズム雇用創
出大作戦の各研究会の取り組みを紹介し、
新たな起業への研修参加者を募集します。

講演する大和田さん
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竹
田
市
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で
を
行
財
政
改
革
実
施

期
間
と
定
め
、
集
中
的
な
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
一
環
と
し
て
、
４
月
か
ら
次
の

と
お
り
行
政
組
織
の
一
部
を
改
正

す
る
予
定
で
す
。

 

耕
地
課
が
農
林
整
備
課
に

　
昨
年
、
総
合
支
所
の
産
業
課
と

建
設
課
の
業
務
を
見
直
し
、
地
籍

調
査
業
務
を
本
庁
耕
地
課
に
集
約

し
ま
し
た
。
ま
た
、林
業
業
務
（
治

山
、
林
道
、
災
害
復
旧
の
ハ
ー
ド

部
門
）
に
つ
い
て
も
耕
地
課
で
行

な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、大
分
県
が
実
施
し
た
組
織
・

機
構
改
革
等
を
参
考
に
業
務
の
実

態
に
即
し
た
農
林
整
備
課
に
課
名

を
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
業
務
に
変
更
は
な
く
、
耕

地
課
で
取
り
扱
っ
て
い
た
業
務
は

農
林
整
備
課
で
、
総
合
支
所
産
業

課
、
建
設
課
で
取
り
扱
っ
て
い
た

業
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
現
在
、
竹
田
学
校
給
食
共
同
調

理
場
、
荻
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
４
施

設
で
、
直
営
、
委
託
そ
れ
ぞ
れ
の

方
式
に
よ
り
、
市
内
幼
稚
園
・
小
・

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
へ
配
食
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
市
全
域
の
調
理
、

配
送
業
務
を
、
民
間
事
業
者
に
委

託
す
る
予
定
で
す
。

　
竹
田
、
荻
の
学
校
給
食
共
同
調

理
場
を
統
合
し
、
竹
田
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
（
仮
称
、
竹
田

市
飛
田
川
に
新
設
中
）
と
し
、
市

内
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
統

括
し
ま
す
。
な
お
、
竹
田
中
央
学

校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
主
に
荻
、

竹
田
地
域
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学

校
の
児
童
、
生
徒
へ
の
配
食
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、久
住
、直
入
の
学
校
給
食

共
同
調
理
場
は
、
新
た
な
民
間
事

業
者
に
よ
り
、久
住
、直
入
の
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
配
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
課
を
再
編

　
荻
、久
住
、直
入
の
各
地
域
教
育

課
を
再
編
し
、生
涯
学
習
課
が
統
括

す
る
各
地
域
教
育
係
と
し
ま
す
。

ま
た
５
名
か
ら
３
名
体
制
と
し
、

公
民
館
内
で
こ
れ
ま
で
の
業
務
を

引
き
続
き
行
な
い
ま
す
。

　
こ
の
再
編
に
と
も
な
い
、
本
庁
、

総
合
支
所
の
業
務
を
見
直
し
、
今

後
も
本
庁
か
ら
の
支
援
体
制
を
強

化
す
る
な
ど
、
本
庁
と
総
合
支
所

の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
図
る

こ
と
と
し
ま
す
。

 

公
民
館
の
名
称
変
更

　
荻
中
央
公
民
館
、
久
住
中
央
公

民
館
、
直
入
中
央
公
民
館
を
、
荻

公
民
館
、
久
住
公
民
館
、
直
入
公

民
館
に
名
称
変
更
し
、
竹
田
市
中

央
公
民
館
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
た

市
内
公
民
館
の
連
絡
調
整
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
域
公

民
館
の
業
務
は
、
各
地
域
教
育
係

が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

連
絡
所
開
所
日
の
変
更

　
白
丹
連
絡
所
と
都
野
連
絡
所
の

開
所
日
を
、
週
５
日
（
月
〜
金
）

か
ら
、
週
３
日
（
月
、
水
、
金
）

に
変
更
し
ま
す
。※ 

　
現
在
、
市
内
に
は
白
丹
、
都
野

両
連
絡
所
を
含
め
10
の
連
絡
所
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
変
更
に
よ

り
す
べ
て
の
連
絡
所
の
開
所
日
が

統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
開
所
日
の
詳
細
は
、
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

農
業
委
員
会
支
局
の
廃
止

　
農
業
委
員
会
支
局
を
廃
止
し
、

本
庁
方
式
に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
総
合
支
所
産
業
課

内
に
農
業
委
員
会
事
務
取
次
窓
口

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
農
業
委
員

会
に
関
す
る
左
記
の
書
類
は
、
こ

の
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

４
月
か
ら
行
政
組
織
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

と
に
な
り
ま
す
。

・
農
業
者
年
金
受
給
者
の
現
況
届 

　
受
付

・
農
地
法
第
三
条
の
申
請
書

・
農
地
法
第
四
条
の
申
請
書

・
農
地
法
第
五
条
の
申
請
書

・
農
地
法
第
二
十
条(

合
意
解
約)

　
の
申
請
書

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
に
よ
る

　
異
動
申
請
書

・
非
農
地
証
明
の
申
請
書

・
農
地
等
あ
っ
せ
ん
申
し
出
書

・
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
録

　
申
請
書

証明書請求時に本人確認を実施
　戸籍法、住民基本台帳法の改正により、５月か
ら戸籍謄本や住民票等の交付請求の際に本人確認
を行うことが義務付けられます。
　窓口で申請する時は、本人と確認ができる身分
証明書の提示を求めるようになりますのでご協力
をお願いします。
　本人確認の方法等詳しい内容については、 広報
たけた４月号でご案内します。
●お問い合せ　市民課市民係
　☎ 63 ‒ 4804
　荻総合支所市民生活課
　☎ 68 ‒ 2213
　久住総合支所市民生活課
　☎ 76 ‒ 1113
　直入総合支所市民生活課
　☎ 75 ‒ 2213
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４
月
１
日
か
ら
権
限
移
譲
を
受
け
る
事
務

　

次
の
事
務
は
大
分
県
か
ら
権
限

の
移
譲
を
受
け
入
れ
、
４
月
１
日

か
ら
竹
田
市
が
行
う
事
務
と
な
り

ま
す
。
関
係
法
令
、
事
務
、
担
当

課
、
係
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
担
当
課
、

係
等
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
地
方
自
治
法
関
係

・
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
の

　

届
出
受
理
と
公
示

・
町
・
字
界
の
区
域
変
更
の
届
出

　

受
理
と
公
示

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
63‒

４
８
０
０

○
電
気
用
品
安
全
法
関
係

・
電
気
用
品
販
売
業
者
等
に
対
す

　

る
報
告
徴
収
・
立
入
検
査
の
実

　

施

　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
63‒

４
８
０
７

○
工
場
立
地
法
関
係

・
特
定
工
場
の
新
設
・
面
積
増
加
・

　

用
途
変
更
の
届
出
受
理
及
び
実

　

施
期
間
の
短
縮

・
変
更
に
係
る
届
出
受
理
及
び
実

　

施
期
間
の
短
縮

・
特
定
工
場
の
新
設
、
変
更
の
届

　

出
内
容
に
よ
る
勧
告

・
特
定
工
場
の
新
設
、
変
更
の
届

　

出
内
容
に
よ
る
勧
告
に
係
る
変

　

更
命
令

・
特
定
工
場
の
名
称
、
住
所
の
変

　

更
及
び
承
継
の
届
出
受
理

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

係

　

☎
63‒
４
８
０
１

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

　

化
に
関
す
る
法
律
関
係

・
す
で
に
移
譲
を
さ
れ
て
い
る
採

　

取
・
販
売
許
可
に
条
件
を
付
す

　

こ
と
が
で
き
る
権
限

　

農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係

　

☎
63‒

４
８
０
５

○
租
税
特
別
措
置
法
関
係

・
個
人
の
短
期
・
長
期
所
有
土
地

　

譲
渡
に
係
る
課
税
優
遇
措
置
要

　

件
と
な
る
優
良
宅
地
・
優
良
住

　

宅
の
認
定

・
法
人
の
土
地
譲
渡
・
短
期
所
有

　

土
地
譲
渡
に
係
る
課
税
優
遇
措

　

置
要
件
と
な
る
優
良
宅
地
・
優

　

良
住
宅
の
認
定

　

建
設
課
庶
務
係

　

☎
63‒

４
８
０
８

○
駐
車
場
法
関
係

・
屋
外
駐
車
場
管
理
者
に
対
す
る

　

報
告
徴
収
・
立
入
検
査

・
構
造
等
の
基
準
違
反
に
対
す
る

　

是
正
措
置
・
供
用
停
止
命
令

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
63‒

４
８
０
８

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

　

る
法
律
関
係

・
有
償
譲
渡
希
望
の
届
出
受
理
及

　

び
買
取
協
議
団
体
の
決
定
・
通

　

知
等

・
買
取
希
望
団
体
の
届
出
受
理
及

　

び
買
取
協
議
団
体
の
決
定
・
通

　

知
等

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
63‒

４
８
０
８

「
竹
田
市
空
き
缶
等
の

　
　
　

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」

　

竹
田
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

「
竹
田
市
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
民
や
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
環
境
美

化
に
努
め
、
清
潔
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
「
空
き
缶
等
」
に
は
、
空

き
缶
の
他
に
空
き
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
チ
ュ

ー
イ
ン
ガ
ム
の
噛
み
か
す
、
包
装

紙
等
も
含
み
ま
す
。

◇
市
民
等
の
責
務

◇
事
業
者
の
責
務

◇
土
地
所
有
者
等
の
責
務

◇
特
定
空
き
缶
等
散
乱
防
止
地
域

　

美
し
い
竹
田
市
を
つ
く
る
た
め

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

環
境
衛
生
課

　

☎
63‒

４
８
２
１

　

屋
外
に
お
い
て
生
じ
さ
せ
た

空
き
缶
等
は
持
ち
帰
り
、
ま
た

は
回
収
容
器
等
へ
の
収
納
。
飼

い
犬
の
ふ
ん
の
回
収
、
ま
た
自

主
的
に
清
掃
活
動
を
行
う
等
地

域
環
境
の
美
化
に
参
加
。

　

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る

空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止

す
る
た
め
、
消
費
者
に
対
す
る

啓
発
や
空
き
缶
等
の
回
収
。

　

自
己
の
所
有
す
る
土
地
に
お

い
て
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を

防
止
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ

る
こ
と
。

　

市
長
は
空
き
缶
等
の
散
乱
防

止
及
び
効
果
的
な
回
収
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地

域
を
「
特
定
空
き
缶
等
散
乱
防

止
地
域
」
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
地
域
内
で

飲
料
及
び
た
ば
こ
を
自
動
販
売

機
に
よ
り
販
売
す
る
こ
と
を
業

と
す
る
者
は
、
自
動
販
売
機
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
必
要

な
事
項
を
市
長
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
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コミュニティバス運行の見直しについて
路 線 名 現行の運行形態（曜日）

倉　木　線 週６日（月～土曜日）

神　原　線 週７日（月～日曜日）

久　保　線 週７日（月～日曜日）

刈 小 野 線 週７日（月～日曜日）

渡　瀬　線 週５日（月～金曜日）

雉 ヶ 平 線 週５日（月～金曜日）

竹田直入線 週７日（月～日曜日）

４月からの運行形態（曜日）

　週３日（月・水・金曜日）

　週３日（火・木・土曜日）

　週３日（月・水・金曜日）

　週３日（火・木・土曜日）

　週２日（月・金曜日）

　週２日（月・金曜日）

　現行どおり（月～日曜日）

⇨

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す

　
個
人
の
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

と
固
定
資
産
税
の
全
額
（
第
１
〜

４
期
）
を
一
括
し
て
第
１
期
の
納

期
限
内
に
納
め
た
場
合
に
交
付
し

て
い
た
前
納
報
奨
金
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

◇
全
期
前
納
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

　
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
納
付
通
知
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納
（
一
括

納
付
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
書
に
よ
る
場
合
は
、
納
付

通
知
書
の
全
期
分
に
よ
り
一
括
し

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
全
期
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を

　
利
用
し
て
い
る
方
へ

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方

で
、
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止
に

よ
り
、
一
括
納
付
か
ら
納
期
別
振

替
へ
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
税
口
座
振
替
変
更
届
（
税
務
課

管
理
係
・
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
に
備
付
）
を
提
出
し
て
頂
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
務
処
理
の
期
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
提
出
は
３
月
21
日

㈮
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
引
き
続
き
一
括
納
付
を

希
望
す
る
方
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　
税
務
課
管
理
係

　
☎
63‒

４
８
０
３

　
４
月
１
日
か
ら
、
竹
田
市
に
お

け
る
保
健
所
業
務
は
「
豊
肥
保
健

所
」
で
行
い
ま
す
。

○
所
在
地

　
〒
８
７
９‒

７
１
３
１

　
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
９
３
４

　‒

２
（
元
　
三
重
保
健
所
）

○
電
話
番
号
等

　
☎
０
９
７
４‒
22‒
０
１
６
２

　
℻
０
９
７
４‒

22‒
７
５
８
０

業務内容 日　程 場　所 連絡先

食品に関する
相談
食品関係営業
許可申請

毎週火・木曜日
9:30 ～ 16:00
※祝祭日は翌日

食品衛生相談所
（竹田総合庁舎内） ☎63-1178

水質検査 第 2 ･ 4 木曜日
竹田食品衛生協会
（竹田総合庁舎内） ☎63-0677

検　　便 随　　時

猫の引き取り 第 1水曜日
11:00 ～ 12:00

旧竹田保健所
玄関前

豊肥保健所
☎0974
-22-0162

特定疾患更新
手続 竹田市内で受付・相談を行ないます。

期日・場所は豊肥保健所から個別に
通知します。小児慢性特定

疾患更新手続

精神保健相談
偶数月
第 4水曜日
※予約制

出張サービス会場
（竹田総合庁舎内）

■竹田で実施される業務

保
健
所
再
編
の

お
知
ら
せ

　
３
月
31
日
㈪
は

引
っ
越
し
作
業
の

た
め
、申
請
・
手
続

き
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

　昨年７月から開始したコミュニ
ティバスの運行については、利用
者の利便性を保ち運行当初の混乱
等を避けるため、それまでの形態
をそのまま継承し運行しています。
　しかし、少子化にともなう通学
生の減少や自家用車の普及等によ
り、利用客の増加が見込めない現
実に直面しています。
　このようなことから、利用者の
利便性を保持しながら併せて財
政負担の軽減を図ることを目的に、４月から利用頻度等に見合った見直し（週３日及び２日運行）を行
います。ただし運行時刻は現行通りです。
　見直しにあたっては、７月から９月に実施した乗降調査及び利用者への聞き取り調査を根拠としてい
ます。（広報たけた 1月号に掲載）
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⑪

竹
田
市
長

　
牧

　
剛

　尓

Der Friese spricht　フリース人が語る

ドイツ人のユーモアについて
　「ドイツ人にはユーモアがな
い。」と日本人から時々言われ
ることがありますが、それは
もちろん間違いです。日本で
はドイツの面白いコメディ映
画は公開もＤＶＤ販売もされ
ず、逆に深い意味のある深刻
な映画ばかりが公開されるこ
とが、ユーモアがないという
イメージが定着してしまう理由の一つかもしれま
せん。
　実はドイツ人のユーモアとは何かという明確な
定義はありません。政治風刺、言葉遊びと誤解に
基づく冗談、下品なジョーク、ブラックユーモア
等が好まれます。ほとんどの人は色々な種類のユ
ーモアが好きだと思います。しかし、特にダジャ
レが大好きな人も、洗練された知力を要する政治
風刺を好む人もいます。結局は人それぞれ好みが
違うのです。また、友達同士でアメリカン・ジョ
ークのような話をすることも多く、テーマもさま
ざまです。
　次は典型的なドイツのジョークですが、皆さん
はどう思いますか。

　あるとき、元東ドイツの刑務所に３人の囚人が
いました。
囚人１「おまえらなぜ投獄されている？」
囚人２「俺は仕事につくのが毎日５分早過ぎたか
　ら、スパイ活動の有罪判決を受けた。おまえは？」
囚人１「俺は仕事につくのが毎日５分遅れたから、
　サボタージュの有罪判決を受けた。おまえはな
　んで投獄されている？」
囚人３「俺はいつも仕事につく時間に間に合った
　から、西側の時計を持ってるということがバレ
　ちまったんだ。」

ひ
な
祭
り

　
立
春
を
過
ぎ
て
も
寒
さ
厳
し
い

日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
や
は

り
春
。
こ
の
と
こ
ろ
新
し
い
息
吹

が
野
や
山
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
城
下
町
の
此
処
彼
処
に
や
さ
し

い
お
雛
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
一

層
の
華
や
ぎ
を
漂
わ
せ
て
い
ま

す
。
雛
飾
り
は
家
の
中
、
こ
い
の

ぼ
り
は
青
空
の
下
と
わ
が
子
の
成

長
を
祝
う
の
に
何
と
差
が
あ
り
す

ぎ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
日
々

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
や
っ
て

多
く
の
人
々
が
雛
と
同
じ
ま
な
ざ

し
で
楽
し
ん
で
い
る
光
景
は
、
ま

さ
に
春
弥
生
、
う
き
う
き
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
こ
の
月
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
と
っ
て
は
人
事
異
動
あ
り
、
転

勤
あ
り
で
大
変
気
に
な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
得
意
淡
然
・
失
意
泰
然
と

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
わ
が
子
は
娘
二
人
で

す
。

犬の登録
および
狂犬病予防接種
について

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
に
は
、
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１

回
）
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
集
合
注
射
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
別
紙
（
黄
色
の
チ
ラ
シ
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
確
認
の
う
え
、

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
集

合
注
射
に
行
け
な
い
場
合
は
、
開

業
獣
医
師
の
病
院
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

よ
く
い
た
だ
く
質
問

○
犬
猫
を
引
き
取
っ
て
も
ら
い
た

い
時
は
？
（
飼
え
な
く
な
っ
た
時
、

保
護
し
た
時
）

　
保
健
所
で
引
き
取
り
を
し
て
い

ま
す
。（
事
前
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
）

○
野
犬
・
放
浪
犬
が
い
る
の
で
捕

ま
え
て
ほ
し
い
。

　
詳
し
い
状
況
を
保
健
所
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
が
散
歩
中
に
排
便
を
し
ま
す

が
、
飼
い
主
が
後
始
末
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
か
？

　
ふ
ん
の
後
始
末
を
す
る
の
は
、

飼
い
主
の
義
務
で
す
。
み
だ
り
に

ふ
ん
を
公
の
場
所
で
さ
せ
る
と
軽

犯
罪
法
等
の
法
律
違
反
に
な
り
ま

す
。

○
犬
が
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
、
迷

惑
し
て
い
る
の
で
す
が
。

　
詳
し
い
状
況
を
保
健
所
あ
る
い

は
環
境
衛
生
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
飼
い
主
は
、
犬
を
つ
な
い

で
飼
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
も
し

つ
な
い
で
い
な
い
場
合
、
野
犬
と

み
な
し
、
捕
獲
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
環
境
衛
生
課

　
☎
63‒

４
８
２
１

　
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
68‒

２
２
１
３

　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
76‒

１
１
１
３

　
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
75‒

２
２
１
３
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ぼくたち・わたしたちの学び舎
「
永と

わ久
に
生
き
て

　き
み
の
心
に

　竹
田
商
業
高
校
」

　
竹
田
商
業
高
校
は
、
昭
和
６

年
４
月
に
竹
田
商
工
学
校
が
創

設
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
幾

多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
本
年
３

月
末
を
も
っ
て
、
76
年
の
歴
史

と
伝
統
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
既
に
１
万
名
を
越

え
、
豊
肥
地
区
唯
一
の
商
業
専

門
高
校
と
し
て
、
地
元
竹
田
を

は
じ
め
県
内
外
で
活
躍
す
る
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和

39
年
に
は
、
１
学
年
５
ク
ラ
ス

３
３
０
名
と
い
う
多
く
の
生
徒

が
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

少
子
化
の
影
響
で
、平
成
９
年
か

ら
１
学
年
２
ク
ラ
ス
80
名
の
定

員
と
な
り
、平
成
18
年
に
新
入
生

の
募
集
が
停
止
と
な
り
、
新
設

の
三
重
総
合
高
校
に
発
展
的
統

合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
盛
期
に
は
山
岳
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ワ

ー
プ
ロ
等
の
各
部
が
県
大
会
で

優
勝
し
、
全
国
大
会
で
も
活
躍

し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
教
育
目
標
に
「
地

域
の
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、盆
踊
り
大
会
、竹
楽
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
復
活
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
閉
校
決
定
後
も
卒
業
生
を
は

じ
め
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら

本
校
が
無
く
な
る
こ
と
の
寂
し

さ
、
愛
惜
の
思
い
等
が
数
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

本
校
が
地
域
で
認
め
ら
れ
、
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と

の
証
明
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
本
校
に
限
り
な
い

愛
情
を
注
い
で
支
え
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
皆
様
、
関
係
各
位

に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
表
題
の
と
お
り
、

本
校
が
皆
様
方
の
心
の
中
に
永

久
に
生
き
続
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　（
澤
﨑

　
實
）

私
た
ち
は

竹
田
商
業
高
校
が

　
　 

大
好
き
で
す

　
　
生
徒
会
長

　
佐
藤

　
豊
輝

　
私
た
ち
生
徒
77
名
は
、
竹
田

商
業
高
校
76
年
間
の
最
後
の
学

年
と
い
う
特
別
な
時
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
閉
校

記
念
事
業
を
愛
♥
会
76
事
業
と

称
し
て
、
阿
蘇
ふ
れ
あ
い
体
験
、

は
が
き
随
筆
朗
読
会
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、
４
校
合
同
遠
足
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
県
外
研

修
旅
行
、
４
校
合
同
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
球
根
植
え
、
雄
飛
祭
、
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
、

数
多
く
の
記
念
行
事
を
体
験
し

ま
し
た
。
他
校
に
な
い
様
々
な

貴
重
な
経
験
を
通
じ
て
、
全
校

一
体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

私
た
ち
は
竹
田
商
業
高
校
が
大

好
き
で
す
。

　
先
生
、同
窓
会
、保
護
者
、地

域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特別編
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㉚

ちょっと
　よりみち

　
ル
カ
ス
は
朽
網
地
方
（
現
在

の
都
野
・
長
湯
）の
乙
名
級
の
人

物
で 

多
く
の
親
戚
一
族
の
長
老

と
し
て
集
団
を
率
い
て
キ
リ
シ

タ
ン
に
な
っ
た
。
彼
は
府
内
か

ら
商
売
に
訪
れ
て
い
た
日
本
人

キ
リ
シ
タ
ン
「
ア
ン
ト
ニ
オ
」

の
影
響
で
洗
礼
を
受
け
、
次
の

よ
う
な
大
会
堂
を
建
て
た
。

　「
豊
後
よ
り
９
レ
グ
ワ
（
約

50
㎞
）
の
朽
網
に
ル
カ
ス
と
い

う
キ
リ
シ
タ
ン
あ
り
。
自
費
を

も
っ
て
甚
だ
よ
き
大
会
堂
を
建

築
し
、
死
者
を
葬
る
た
め
の
一

つ
の
地
所
を
囲
い
、
中
央
に
石

の
大
十
字
架
を
建
て
、
己
の
死

し
た
る
と
き
十
字
架
に
埋
葬
せ

ん
こ
と
を
命
じ
た
り
。」（
イ
エ

ズ
ス
会
士
書
翰
１
５
６
２
年
）

　
こ
の
会
堂
は
「
府
内
の
会
堂

よ
り
も
立
派
だ
っ
た
。」
と
フ

ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神
父
は
言
っ
て

い
る
。

　
当
時
の
朽
網
地
方
に
は
、
こ

の
ル
カ
ス
を
中
心
に
３
０
０
人

余
り
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
生
ま

れ
、
約
30
年
間
に
の
べ
十
数
名

の
宣
教
師
が
訪
れ
、
説
教
、
洗

礼
、布
教
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。

朽
く た み

網に大会堂を建てたルカス老人
大
分
市
宮
崎
に
あ
る
ア
ル
メ
イ

ダ
病
院
の
起
源
と
な
っ
た
「
ア

ル
メ
イ
ダ
」
も
修
道
士
と
し
て

訪
れ
て
い
る
。（
１
５
６
１
年
）

　
現
在
、朽
網
地
方
に
は
１
０
０

基
を
超
え
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は

１
７
７
０
年
代（
安
永
）の
墓
も

あ
り
、こ
の
こ
と
は
豊
臣
秀
吉

の
伴バ

テ天
連レ

ン（
キ
リ
ス
ト
教
）追
放

令
が
出
さ
れ
た
１
５
８
６
年
か

ら
２
０
０
年
を
経
て
も
、
敬け

い
け
ん虔

な
祈
り
が
密
か
に
続
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
」
直
入
町
教
育
委
員
会
／
「
キ
リ

シ
タ
ン
ベ
ル
ト
を
行
く
」
川
村
信
三

　
　
　
　
　
　（
清
水
　
誠
一
）

第30回

ル
カ
ス
が
建
て
た
十
字
架
の
柱
頭
と

み
ら
れ
る
原は

る

（
長
湯
）の
十
字
型
石
碑

「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
」は
ユ
ダ
ヤ
の
王
ナ
ザ
レ

イ
エ
ス
の
意

　
数
多
く
の
世
界
遺
産
を
誇
る

国
ス
ペ
イ
ン
。

　
私
達
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
そ
の
一
つ
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ

宮
殿
を
訪
れ
た
。
高
台
に
聳そ

び

え

立
つ
、
１
７
０
年
の
歳
月
を
か

け
完
成
さ
れ
た
こ
の
宮
殿
は
、

天
井
や
壁
一
面
に
繊
細
な
ア
ラ

ベ
ス
ク
装
飾
が
施
さ
れ
、
私
た

ち
に
は
模
様
に
し
か
見
え
な
い

が
至
る
所
に
神
や
王
の
言
葉
が

刻
ま
れ
て
い
る
。「
水
と
光
の

町
」
と
言
わ
れ
る
壮
大
な
敷
地

内
を
散
策
す
る
に
は
時
間
が
足

り
ず
、
水
路
や
噴
水
を
見
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
あ
ら

ゆ
る
所
か
ら
差
し
込
む
夕
日
が

美
し
い
影
を
作
り
出
し
木
陰
に

休
む
人
々
を
想
像
さ
せ
、
不
思

議
と
私
の
心
は
満
た
さ
れ
て
い

た
。「
自
然
と
人
の
営
み
」
歴
史

を
色
濃
く
残
す
街
で
感
じ
る
心

地
良
さ
は
こ
の
調
和
な
の
だ
ろ

う
。
あ
の
有
名
な
曲
「
ア
ル
ハ

ン
ブ
ラ
の
想
い
出
」
の
美
し
く

も
、
も
の
悲
し
げ
な
ト
レ
モ
ロ

に
は
、
光
に
煌
く
噴
水
と
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
最
後
の
砦
と
な
っ

た
こ
の
地
の
人
々
の
悲
し
さ
が

込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
私
達
が
奏
で
る
舞
台
も
そ
の

土
地
に
過
ご
す
人
々
と
の
調
和

に
感
動
と
い
う
心
地
よ
さ
が
生

ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
瞬
間

に
重
な
る
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

大
切
に
こ
の
胸
に
刻
み
続
け
よ

う
と
思
っ
た
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
西
　
亜
里
沙
）

「
自
然
と
人
間
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
こ
の
時
期
、
直
入
町
に
あ
る
芹

川
ダ
ム
で
は
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を

楽
し
む
人
た
ち
の
姿
を
よ
く
目
に

し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
風
が
強
く
、
肌
寒
い

一
日
で
し
た
が
、
大
分
市
か
ら
訪

れ
た
男
性
は
、
約
60
匹
ほ
ど
釣
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
の
方
に
よ
る
と
「
今
年
は

ダ
ム
の
水
量
が
例
年
よ
り
少
な
く
、

釣
り
人
も
い
つ
も
よ
り
少
な
い
。」

と
の
こ
と
で
す
。
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チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

竹田市実行委員会公式ホームページ　http://www2.city.taketa.oita.jp/seikatsu/kokutai/

競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと210日

竹田市を花で鮮やかに！
　大会会場を彩るたくさんのプランター。昨年
のリハーサル大会では市内の小中学校を中心に
20団体に花の管理をしていただきました。その
中でも、年間を通して地域の環境美化活動をし
ている 4団体を紹介します。

竹田・豊の船の会（堀　幸子　会長）グループ「YOU花」（川越　竣市　会長）

趣味の園芸教室（工藤　義貞　運営委員長）フラワー愛好会（仁部屋　信雄　会長）

  「ＹＯＵ花」
は久住地域の
各地区ごとに
花壇があり、
季節に合わせた花づくりや研修活動を行っていま
す。久住総合運動公園入口の花壇の世話は久住新町
地区の会員が行っています。現在は葉ボタンを植栽
しています。花壇の様子を見ながら連絡を取り合っ
て活動していますが、会員は高齢の方が多いので、
限られた中でできることをしているそうです。リー
ダー役の渡辺峯雄さんは「国体会場の入口でもある
ので、華やかに飾れるようにしたい。」と国体に向
けてさらに多くの方に声をかけていくそうです。

　公民館事業の一つとして荻駅の美化活動を行って
います。みんなで仲良く楽しくできるように声を掛
け合って活動しています。活動中は皆さん真剣です。
園芸の勉強だけでなく、交流の場にもなります。昨
年のソフトボールのリハーサル大会にサルビアの花
で会場を飾ることができました。今年の国体に向け
ても教室生全員気合いは十分！荻地域の活性化にも
なります。皆さんも一緒にやりませんか？

　平成 18年から直入地域の環境美化を主な目的と
し、休日や仕事の合間に活動をしています。昨年は
道路沿いにコスモスを植えました。現在は冬田地区
と梶屋地区の畑に約 1万本のチューリップの球根を
植え、開花を心待ちにしています。今年は国体も控
えており、限られた中で最大限のおもてなしができ
るような取り組みを考えています。

　128 人の会員が各地区ごとに活動をしています。
花いっぱい活動は菅生地区の会員を中心に行われて
います。昨年のリハーサル大会ではプランターや花
壇の世話を一生懸命して訪れた人々の目を楽しませ
ました。今年は会員全員で国体成功のために取り組
みを考えています。堀幸子会長は「地元の為に何か
できることをしたい。みんなで盛り上げて『また竹
田に来たい』とリピーターが増えるようなおもてな
しをしたい」と話しました。
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プレイバック剛健国体 第7回 ～久住のおもてなし～
　久住では山岳競技の入山式が開催され、町をあげての参加となりました。
中でも一番の盛り上がりを見せたのが消防団による柱松と婦人会によるマス
ゲームでした。13本の柱松が久住の夜空を赤々と照らし、その様子はとて
も勇壮で訪れた選手達は非常に喜んでいたそうです。小中学生はブラスバン
ド、高校生はプラカードや旗をもったりと多くの町民の方が力を合わせて入
山式を盛り上げました。
　当時、消防団都野三分団団長で柱松を担当した古庄春利さん（写真）は「計
画や準備が大変でした。直前には本番どおりのリハーサルを行い万全の態勢
で臨みました。本番での火を一斉に投げ合う姿はとても見応えがありました
ね。」と懐かしく話してくださいました。

　また、婦人会の一員としてマスゲームに参加した竹下スマ子さん（写
真）は、「何度も練習を重ね、衣装も揃えたりして準備しました。とて
もきれいでしたね。当時は今のように恵まれていなかったので、競技期
間中、選手役員は公民館に泊まりました。食事などの世話をしたり、大
会前に山をきれいにしたり、沿道や空き地に花を植えたりしてみんなで
盛り上げていきました。精一杯できることをしようという気持ちだった
と思います。大会が終了して見送りの際に選手の皆さんの表情を見たと
きは『あ～、よかった』という達成感で胸がいっぱいでした。」と話します。
準備から見送りまで大変な日々でしたが、その思いは心の財産として鮮
明に残っているようです。

　中村邦彦さん（写真）は大会前の国体旗リレーで先頭隊として
久住を走り、大会期間中は大分市で開催されていた陸上競技の審
判員を務めました。当時の審判は目測で判定をしていて、失敗は
できないとリハーサルを何度も行って当日に備えたそうです。中村
さんは「各選手が大分国体はよかったと思ってもらえるように、会
場の道案内などみんなで歓迎の気持ちを持って取り組んでいた。」
と当時を振り返ります。
　時代は変わっても「おもてなし」の気持ちは変わることなく私た
ちも受け継ぎたいものですね。

バック写真：久住高原を走る国体旗リレー　人も牛もみんなで応援（記録誌　大分国体 ’66）

城原小学校のみんなと応援 !

しらゆり幼稚園のみんなとお迎えです。
第50回大分合同県内一周駅伝

選手の皆さん、お疲れ様 !
竹田市地域婦人団体連合会の皆さん

GO! GO! たけた !　（なおいり保育園）

「きゃ～、めじろん～ !!」突然やってきた
めじろんにみんな大騒ぎ !（竹田幼稚園）

♪あかりをつけましょ　ぼんぼりに～♪
さあ、どこに飾られているのでしょう？
（16日まで　第10回岡藩城下町雛まつり）

めじろんが行く!!
～春はもうすぐ～

「めじろ」も春を心待ち…
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パネルディスカッション

慣れない手つきで原木に穴を空ける

劇「未
あした

来のために」（竹田中２年生）の一幕 自分で詰めた弁当

講演をする竹下さん

弁
当
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

　

２
月
２
日
、
久
住
中
央
公
民
館

で
食
育
イ
ベ
ン
ト「
弁
当
の
日
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
弁
当
の
お
か
ず
を
持

ち
寄
り
、
試
食
・
意
見
交
換
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
下
和
男
さ
ん
の
「
弁

当
の
日
が
家
族
を
救
う
」
と
題
し

た
講
演
や
マ
イ
箸
袋
、
廃
油
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

差
別
を
な
く
す
原
動
力
に

　

２
月
３
日
、
豊
肥
地
区
解
放
文

化
祭
が
竹
田
市
文
化
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

「
部
落
解
放
を
に
な
う
豊
か
な
感

性
と
表
現
力
を
ど
う
学
ん
で
い
く

か
」
を
テ
ー
マ
に
差
別
に
関
す
る

研
究
発
表
や
演
劇
、
合
唱
等
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

の
ん
び
り　
ゆ
っ
く
り　
深
く

楽
し
め
る
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
に

　

第
２
回
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
ゆ
っ
く

り
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
２
月

９
日
に
直
入
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
も
っ
と
長
く
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
で
き
る

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
岡
藩

城
下
町
雛ひ

な

ま
つ
り
が
、
２
月
８
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
竹
田
幼
稚
園
と
し
ら
ゆ
り
幼

稚
園
の
園
児
が
「
う
れ
し
い　
ひ

な
ま
つ
り
」を
元
気
に
歌
い
ま
し

た
。
ま
た
、
街
を
華
や
か
に
飾
る

「
花
餅
」づ
く
り
も
行
い
ま
し
た
。迅速に行われた放水訓練

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

１
月
26
日
に
文
化
財
火
災
防
御
訓

練
が
、
国
指
定
史
跡
岡
藩
主
中
川

家
墓
所
「
お
た
ま
や
公
園
」
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
を
想
定
し
、
竹
田
市
消
防

署
、
竹
田
市
消
防
団
竹
田
方
面
隊

第
１
分
団
が
出
動
、
放
水
訓
練
を

行
な
い
ま
し
た
。

一つずつ花餅を枝につける

雛人形を見る子どもたち（竹田創生館）

見
て
、触
れ
て
、考
え
る
森
づ
く
り

　

２
月
２
日
、
森
林
や
環
境
を
考

え
る
「
木
と
竹
と
椎
茸
の
一
日
体

験
教
室
」
が
神
の
里
交
流
セ
ン
タ

ー
「
緒お

だ
ま
き環
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
外
も
含
め
、
約
50
名
が
参
加

し
、
地
元
の
方
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
竹
炭
作
り
や
椎
茸
の
駒
打
ち

等
を
体
験
し
ま
し
た
。

竹
田
に
春
の
気
配　

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

３
月
17
日
ま
で
の
開
催
中
、
商

店
等
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
雛

人
形
や
竹
雛
等
の
創
作
雛
が
飾
ら

れ
、
飲
食
店
で
は
雛
御
膳
が
楽
し

め
ま
す
。

　

８
日
に
は
竹
馬
や
竹
と
ん
ぼ
等

が
楽
し
め
る「
ひ
い
な
あ
そ
び
」が
、

最
終
日
の
17
日
に
は
流
し
雛
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８
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まちの話題

土
砂
災
害
防
止
活
動
を
円
滑
に

　

竹
田
市
は
１
月
30
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
分
県
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
（
北
﨑
顕
孝
理
事
長
）
と
「
土

砂
災
害
防
止
の
た
め
の
活
動
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
の
支
援
や
小
学
校
で

の
防
災
教
室
、
被
災
斜
面
の
危
険

度
測
定
と
応
急
対
応
、
復
旧
の
助

言
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

がっちりと手を組む市長と北﨑理事長 (右 )

〝竹田入り〟した井野選手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２日目）

豪快な投げ技

100 周年の記念碑と児童たち

高く燃え上がる炎を見守る住民

暖
か
く
見
守
ら
れ　

１
０
０
年

　

明
治
小
学
校
は
明
治
41
年
に
開

校
し
、
今
年
度
で
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
児
童
や
教
職
員
の
ほ
か
、
多

く
の
卒
業
生
も
出
席
し
、
子
ど
も

神
楽
や
朗
読
劇
を
楽
し
み
、
記
念

碑
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

手
に
汗
握
る

　
　

  

力
の
こ
も
っ
た
熱
戦

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪
直
入

少
年
柔
道
大
会
が
２
月
10
日
、
竹

田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児

童
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、
団
体
・

個
人
戦
が
行
わ
れ
、
大
人
顔
負
け

の
技
に
会
場
は
沸
き
ま
し
た
。

住
民
の
交
流
の
場
に　
ど
ん
ど
焼

　

２
月
10
日
、
米
納
地
区
で
ど
ん

ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
本
の
柱
松
や
「
ど
ん
ど
」
の

文
字
を
か
た
ど
っ
た
小
松
明
も
作

ら
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
激

し
く
燃
え
上
が
る
炎
を
見
な
が
ら

今
年
一
年
の
無
病
息
災
、
豊
作
を

願
い
ま
し
た
。

市役所前をスタートする選手達（３日目）

　

春
季
県
体
第
50
回
県
内
一
周
大

分
合
同
駅
伝
大
会
が
、
２
月
18
日

か
ら
22
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
竹
田
市
チ
ー
ム
は
、
２
日
目
の

竹
田
入
り
は
９
位
と
順
位
、
タ
イ

ム
と
も
に
前
年
を
上
回
り
、
３
日

目
も
日
間
８
位
の
好
調
な
走
り
を

見
せ
ま
し
た
。　

後
半
の
４
、５

日
目
は
、
疲
れ
の
た
め
か
と
も
に

日
間
14
位
、
総
合
順
位
は
12
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
努
力
賞
を
５
つ
獲
得
、

５
人
が
区
間
２
位
の
タ
イ
ム
を
出

す
等
熱
い
走
り
を
見
せ
る
選
手
の

姿
に
、
思
わ
ず
応
援
に
も
力
が
入

り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

１
日
で
い
く
つ
の
温
泉
に
入
れ
る
？

　

２
月
14
日
、
大
学
対
抗
「
１
日

で
い
く
つ
温
泉
に
入
れ
る
か
」
大

会
が
市
内
の
36
の
温
泉
施
設
を
対

象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

４
つ
の
大
学
か
ら
７
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
サ
イ
コ
ロ
で
行
き
先
を

決
め
、
優
勝
し
た
大
分
大
学
温
泉

部
チ
ー
ム
は
５
時
間
半
で
20
の
温

泉
に
入
り
ま
し
た
。

サイコロで行き先が決まる

旅館の中も走って移動
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竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

保健だより

井田輝男さん・良子さんご夫妻

家
族
み
ん
な
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
改
善

     

〜「
脱
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
教
室
」
健
康
生
活
へ
の
歩
み
〜

　

２
月
号
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
蔵
脂
肪
型
症

候
群
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
は
竹
田
市
が
行
っ
た
予

防
教
室
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
平
成
19
年
度
の
健

康
診
断
結
果
を
も
と
に
「
脱
・
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
健
診
結
果
が
黄
信
号
だ
っ

た
人
を
「
入
門
コ
ー
ス
」、
赤
信

号
だ
っ
た
人
を
「
免
許
皆
伝
コ
ー

ス
」
と
し
て
、
両
コ
ー
ス
あ
わ
せ

て
１
１
１
人
が
半
年
間
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 『
家
族
の
笑
顔
が
増
え
ま
し
た
。』

　

今
回
の
教
室
に
参
加
し
た
直
入

町
の
井
田
輝
男
さ
ん
・
良
子
さ
ん

夫
婦
は
、
見
事
夫
婦
で
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

成
功
の
秘
訣
を
ご
主
人
の
輝
男

さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

 

○
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

若
い
時
は
58
㎏
と
ス
マ
ー
ト
で

し
た
が
、
階
段
式
に
体
重
が
増
加

し
ま
し
た
。
減
量
し
た
時
期
も
あ

り
ま
す
が
、
結
局
、
運
動
不
足
で

元
に
戻
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
恩
返
し
と
思
っ
て
民
生
委
員
と

し
て
第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
そ
の
矢
先
、
健
康
診

断
で
「
血
糖
値
が
高
い
。」
と
の

結
果
で
、
あ
わ
て
て
病
院
に
行
き

ま
し
た
。

　

生
活
改
善
す
れ
ば
、
か
ろ
う
じ

て
薬
を
飲
ま
な
い
で
良
い
と
の
こ

と
で
、
保
健
師
さ
ん
か
ら
の
お
誘

い
も
あ
り
、
夫
婦
で
教
室
に
参
加

し
ま
し
た
。

 

○
ど
の
よ
う
に
実
践
し
ま
し
た
か
？

　

教
室
で
具
体
的
に
運
動
や
栄
養

の
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
自
分
が
使
っ
て
い
る
お

茶
碗
を
持
参
し
、
ご
飯
の
量
を
測

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
学
べ
た
こ

と
が
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
間
食
・

お
酒
を
控
え
、
家
族
３
人
で
近
く

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
週
３
日
は
歩
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
血
糖
数
値
が
改
善
、
体
重
も

減
少
し
ま
し
た
。

　

結
果
が
と
も
な
う
よ
う
に
な
る

と
楽
し
く
な
り
、
ま
た
次
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
る
と
い
っ
た
こ

と
を
半
年
間
繰
り
返
し
ま
し
た
。

 

○
成
功
し
た
秘
訣
は
ズ
バ
リ
何
？

　

自
分
だ
け
で
は
、
こ
の
よ
う
な

結
果
は
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
夫
婦
で
取
り
組
み
、
息
子

も
一
緒
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
家

族
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
成

功
し
た
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
が

ん
ば
り
す
ぎ
て
腰
を
痛
め
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
理
し
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
お
か
げ
で

家
族
み
ん
な
が
元
気
に
な
り
ま
し

た
。

 

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

今
、
妻
と
２
人
で
椎
茸
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、

10
年
は
元
気
に
椎
茸
を
作
り
た
い

の
で
、
夫
婦
そ
し
て
家
族
で
今
の

元
気
を
維
持
し
た
い
で
す
。

　
「
体
重
が
80
㎏
以
下
な
ん
て
30

年
ぶ
り
な
ん
で
ぇ
。」
と
う
れ
し
そ

う
に
答
え
て
く
れ
た
井
田
さ
ん
で

し
た
。

　

教
室
は
減
量
が
目
標
で
は
な
く
、

井
田
さ
ん
の
よ
う
に
「
い
つ
ま
で

も
椎
茸
を
作
り
た
い
。」
な
ど
人

生
を
健
康
的
に
送
る
た
め
の
方
法

を
一
緒
に
考
え
る
場
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

前　期 中　期 後　期

身　

体

体　重 80.7 ㎏ 78.5kg 75.1kg

腹　囲 101.0 ㎝ 94.0cm 92.0cm

体脂肪 24.6% 22.2% 16.0%

血　

液

総コレステロール 201 163 171

善玉コレステロール 61.0 57.4 60.7

中性脂肪 117 52 88

（井田輝男さんの例）
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今月の食育レシピ

鶏ひき肉……………………40ｇ
ネ　　ギ……………………15ｇ
人　　参……………………30ｇ
いりゴマ………………小さじ 1
ちりめんじゃこ………大さじ 1
ゆで大豆……………………25ｇ
三 温 糖………………小さじ 1
本みりん………………小さじ 1
麦 み そ……………………25ｇ

〈作り方〉
１．ネギと人参はきざむ。
２．鶏ひき肉とネギをよく炒め、 
　人参も加える。さらに、いり
　ゴマ、ちりめんじゃこ、ゆで
　大豆も加えて、水少々と調味
　料を入れて炒りつける。

 今月の食材　 みそ　この時期、各地で手作りのみそが作られています。みそは縄文時代からどんぐりのみそを作
っていたとも言われますが、現在のみそ汁の形で飲まれるようになったのは室町時代のようです。
　みそは発酵食品で、たくさんの体に良い微生物が住んでいると言われます。それが味と栄養に大きな役割を果たして
いますが、さらに、材料である大豆の栄養が加わることで、体内の酸化を防いでくれたり、ガンの発生を予防する働き
もあると言われています。毎日一杯のみそ汁を食べることで健康づくりに役立てましょう。

　『手作りの味噌を使うと、大豆の粒が残っていたりして、食べごたえがあります。ご飯やおにぎり、ふろふき大根に
つけても美味しいですよ。』

鉄火みそ
〈材料〉４人分

　

今
月
は
、
総
合
健
診
（
巡
回
健

診
）
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
実
施
し
た
介
護
予
防
健

診
の
結
果
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

 

平
成　
年
度
受
診
状
況

　

竹
田
市
の
総
合
健
診
（
巡
回
健

診
）
で
の
介
護
予
防
健
診
受
診
者

は
、
３
、１
４
２
人
で
し
た
。

 

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が 　
　

　
　
　
　
　
　

必
要
な
人
の
状
況

　

転
倒
の
危
険
性
が
高
い
人
が

４
７
９
人
（
15
・
２
％
）、
栄
養
が

不
足
し
て
い
る
人
が
23
人
（
０
・

73
％
）、
口
の
働
き
に
問
題
が
あ
る

人
が
３
０
６
人
（
９
・
７
％
）、
そ

の
他
全
般
的
に
生
活
機
能
が
低
下

し
て
い
る
人
が
90
人
（
２
・
９
％
）

で
し
た
。

　

以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
６
９
７
人
（
22
・
２
％
）
で
、

こ
の
う
ち
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

す
で
に
利
用
し
て
い
る
人
が
89
人

で
し
た
。

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
必
要

な
人
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
が
訪
問
し
、

介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
を
勧
め

る
等
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

介
護
予
防
の
取
り
組
み
が

 

必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
い
人
の
状
況

　

介
護
予
防
健
診
で
は
、
介
護
予

防
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
高

い
、
閉
じ
こ
も
り
・
認
知
症
・
う

つ
予
防
の
支
援
が
必
要
な
人
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
健
診
（
巡
回
健
診
）
を
受

診
し
て
い
る
人
で
も
、
こ
れ
ら
に

該
当
す
る
人
が
多
く
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
高
齢
者
の
中
で
こ
れ
ら
に

該
当
す
る
人
が
、
さ
ら
に
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

竹
田
市
に
お
け
る

　
　
　
　

      

介
護
予
防
の
取
り
組
み

・
介
護
予
防
健
診
を
受
け
る
機
会

の
拡
大
に
む
け
て
、
竹
田
市
医
師

会
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
必
要

な
人
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の

地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
介
護
予
防
の
取
り
組
み
が
必
要

な
人
や
、
閉
じ
こ
も
り
、
認
知
症
、

う
つ
予
防
の
支
援
が
必
要
な
人
等

が
、
身
近
で
集
う
こ
と
が
で
き
る

場
を
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
の

拠
点
と
し
て
広
げ
て
い
ま
す
。（
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
、
竹
田
・
生
き

が
い
サ
ロ
ン
、
荻
・
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
、
久
住
・
ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ
、

直
入
・
湯
っ
た
り
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
等
）

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63‒

４
８
０
９

人数 率（/受診者）

閉じこもり予防が
必要な人 323 10.3%

認知症予防が
必要な人 783 24.9%

うつ予防が
必要な人 516 16.4%

介護予防健診結果

19
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みんなの
　　ひろば

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

　

竹
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

50
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
医
療
体
制
を
支
え
る
お
手
伝

い
に
な
れ
ば
と
願
い
、
竹
田
市
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
６
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
全
員
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を
学
び
、
救

命
講
習
を
修
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
こ
に
行
け
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
る
か

を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
各
家
庭
に
お
配
り
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
機
器
と
救

命
訓
練
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
所
在
マ
ッ
プ
の

三
位
一
体
で
は
じ
め
て
地
域
の
お

役
に
立
て
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
動
き
が
波
及
効

果
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
歯
科
医
師

の
先
生
方
、
運
動
公
園
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
特
定
郵

便
局
の
方
々
も
一
緒
に
救
命
講
習

を
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
大
切
な
数

分
間
の
処
置
で
、
尊
い
人
命
を
救

う
お
手
伝
い
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
、
そ
れ
が
私
た
ち
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
竹
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

 

１
０
０
歳
と
１
歳
の

 

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

　

昨
年
の
12
月
27
日
、
元
気
に

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
佐

田
マ
チ
コ
さ
ん
（
穴
井
迫
）
で
す

が
、
玄や

し
ゃ
ご孫
の
安
東
雄
也
く
ん
（
伸

幸
さ
ん
の
子
・
三
砂
）
も
同
じ
日

に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

偶
然
で
す
が
、
雄
也
く
ん
の
お

母
さ
ん
由
希
さ
ん
と
曾
祖
母
の
高

橋
木
実
世
さ
ん（
轟
木
）も
誕
生
日

が
同
じ
３
月
１
日
だ
そ
う
で
す
。

雄也くん（左）とマチコさん（右）
 

高
橋
明
子
先
生

 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
の
９
月
か
ら
竹
田
医
師
会

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
高
橋
明
子

医
師
が
１
月
末
を
も
っ
て
退
任
し

ま
し
た
。

　

竹
田
を
離
れ
る
前
に
市
役
所
を

訪
れ
た
高
橋
さ
ん
は
、「
早
く
病

院
に
慣
れ
よ
う
と
努
め
、
思
い
の

ほ
か
早
く
過
ぎ
た
。
充
実
し
た
半

年
間
で
勉
強
に
も
な
っ
た
。」
と

振
り
返
り
ま
し
た
。
休
み
の
日
に

は
、
時
間
を
見
つ
け
て
久
住
高
原

や
温
泉
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る

等
、
竹
田
を
楽
し
ん
だ
半
年
間
で

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

市
長
は
「
多
く
の
市
民
に
安
心

を
与
え
て
く
れ
た
。」
と
い
う
感

謝
の
言
葉
を
送
り
、
川
野
和
男
さ

ん（
岡
城
通
り
）の
版
画
が
手
作
り

の
額
と
と
も
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

握手し別れを惜しむ高橋医師（右）

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
で
初
釜

　

織
部
流
茶
道
研
究
会
が
、
年
頭

の
茶
会
〝
初
釜
〞
を
こ
じ
か
ク
ラ

ブ
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

７
人
が
竹
田
っ
こ
ク
ラ
ブ
に
集
ま

り
、
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
に
作
法
等
を
教
え
な
が
ら
茶
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
経
験
す
る
子
が
ほ
と
ん

ど
で
、
お
と
な
し
く
見
よ
う
見
ま

ね
で
飲
む
と「
苦
い
。」や「
お
い
し

い
。」
と
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

 

第
42
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉
賞

　

第
42
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉
賞
に

コ
ロ
ニ
ー
久
住
で
働
く
佐
藤
佳
代

子
さ
ん
（
宮
処
原
）
の
作
品
「
私

の
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
」
が

入
選
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
障
害
福
祉
賞
は
、
障
害

と
向
き
合
い
な
が
ら
前
向
き
に
生

き
る
人
た
ち
の
体
験
の
記
録
や
障

害
児
や
障
害
者
を
支
え
る
人
た
ち

の
優
れ
た
実
践
記
録
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
賞
で
す
。

　

自
分
自
身
を
も
う
一
度
見
直
そ

う
と
思
い
、
た
だ
今
の
自
分
の
気

持
ち
を
ぶ
つ
け
て
み
た
と
い
う
佐

藤
さ
ん
は
、
現
在
は
陸
上
の
練
習

に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
の
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
作
品
集
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化

事
業
団
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

　

☎
０
３‒

３
４
７
６‒

５
９
５
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.npw

o.or.jp/

少し緊張した表情の子どもたち

竹田ロータリークラブの皆さん

http://www.npwo.or.jp/


図書館
から

お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❶

編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

国指定史跡岡城跡

　家族無料観覧券

　登城時にこの券を提出してくだ
さい。1 枚につき、1 家族が 1 回
に限り無料で観覧できます。

有効期限
　平成 20年 3月 22日㈯
　　　　　　　　  ～ 4月 13 日㈰

●お問い合せ
　竹田市教育委員会文化財課
　☎ 63-4818

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

3月の

〔一般の本〕
・海中奇面組　　　　　　　　　　　　   中村　征夫
・今日から自分磨き　　　　　　　　　   清川　　妙
・八日目の蝉　　　　　　　　　　　　   角田　光代
・こころげそう　　　　　　　　　　　   畠中　　恵
・LIFE（ライフ）　　　　　　　　　　　  加島　祥造
〔子どもの本〕
・おしゃべりさん～おはなし30ねえ、よんで!～　さいとう　しのぶ
・いのちの作文　　　　　　　　　　   綾野　まさる
・ブンダバーとタンちゃん　　　　   くぼしま　りお
・ぞうのせなか　　　　　　　　   あきもと　やすし
・えほん寄席　愉快痛快の巻　　　　　   桂　　文我
　　　　　　　　　　　　  ほか44冊購入しました。

　　　

　
　
　
　

竹田市立図書館の休館日
は、3日㈪～7日㈮・10
日㈪・17 日㈪・20日㈭・
24日㈪・28 日㈮・
31日㈪

「おはなし広場」

　  3 月はお休みです。

「なげださない」　
　　　　　　　　　　  鎌田實　集英社

　「がんばらない」「あきらめ
ない」に続く鎌田先生の心
温かなドキュメント。今この
困難な時代に立ち向かって
生き抜く人たちの生きざま
に心を打たれる一冊です。

「おかあさんのパンツ」　
　　　　　　　　  山岡ひかる　絵本館

　さくらんぼのもようの
わたしのパンツ、おかあさ
んがはいたら…あらあらり
んごに!ABCのＡは何に
なるのかな？大人気のシ
リーズが３巻入りました！

「おはなしルーム」
日時　3月 5日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園
　　　「えほんのへや」

竹田市の人口
（平成 20年 1月 31日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,646 人　 （－　5人）
　男性　12,442 人　 （＋　2人）
　女性　14,204 人　 （－　7人）
世帯数　10,676 世帯（＋   8 世帯）

住民基本台帳登録人数

「ブックスタート」
日時　3月 12日㈬
　　　13：30～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

「おはなしのへや」
日時　毎週火曜日　　
　　　10:30 ～ 11:00
場所　市立図書館
　　　「おはなしのへや」

　

　
　
　
　

　　

　
　
　
　   

　
暖
冬
と
言
う
も
の
の
２
月
は
よ
く

雪
が
降
り
ま
し
た
。
昨
年
は
４
月
に

雪
が
降
っ
た
の
覚
え
て
ま
す
か
？
◇

暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
風
邪
に

は
ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　（
井
出
）



こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

郷土の植物
阿孫　久見

広報たけた

も く じ

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

平成19年3月生まれ
誕生日　親
（自治会）

N
o.36 　平

成
20
年
3
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

第36回

　
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
や
田

畑
の
あ
ぜ
に
生
育
す
る
高
さ
20

㌢
ほ
ど
の
全
体
に
や
わ
ら
か
な

多
年
草
で
す
。楕だ

円え
ん
け
い形

の
鱗り

ん
け
い茎（

地

下
部
に
あ
る
茎く

き

に
養
分
を
た
め

た
無む

よ
う
り
ょ
く

葉
緑
の
葉
が
密
生
し
、
球

形
に
な
っ
た
も
の
）
か
ら
１
茎
を

立
て
ま
す
。

　
対
生
状
の
葉
は
白
緑
色
の
線

形
で
一
対つ

い

だ
け
茎
の
基
部
に
つ
き

ま
す
。
長
さ
20
㌢
、
幅
が
１
㌢
ほ

ど
で
す
。
葉
は
Ｕ
字
状
で
茎
の
上

部
に
は
小
さ
な
包ほ

う
よ
う葉

が
２
〜
３

個
つ
い
て
い
ま
す
。

　
ヨ
モ
ギ
の
芽
吹
く
早
春
の
頃
、

か
細
い
茎
の
先
に
１
個
だ
け
径

３
㌢
ほ
ど
の
白
色
に
暗あ

ん
し
し
ょ
く

紫
色
の

縦た
て
す
じ筋
が
入
っ
た
６
弁
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
黄
色
い
６
個
の
雄お

し
べ
が

目
立
ち
ま
す
。
花
は
日
が
当
た
る

と
開
き
、
か
げ
る
と
閉
じ
る
性
質

が
あ
り
ま
す
。

　
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
似
た
地
中
の
鱗

茎
が
食
用
に
な
り
、
甘
み
が
あ
る

の
で
甘あ

ま

菜な

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
里
山
の
林り

ん
え
ん縁
や
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
や
土
手
、
そ
れ
に
久

住
高
原
等
で
普
通
に
観
察
さ
れ

ま
し
た
が
、
近
年
の
大
規
模
な

ほ
場
整
備
や
野
焼
き
の
放
置
で

激げ
き
げ
ん減

し
た
植
物
で
す
。
花
期
は
３

月
か
ら
４
月
で
す
。

アマナ（ユリ科）

3
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
勢
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
／
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
雇
用
創
出
大
作

戦
／
行
政
組
織
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
／
竹
田
市
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

ま
ち
の
話
題
／
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
／
土
砂
災
害
防
止
の
た
め
の
活

動
に
関
す
る
協
定
／
県
内
一
周
大
分
合
同
駅
伝
大
会

仲
ちゅうしゅん

春
山間の里に訪れる春の
さかり。早咲きのしだ
れ桜。あたたかな陽に
映える優美な装い。
（写真・デザイン /竹蔵）

　 　 　

　 　

　 　

　 　

平
成
20
年
４
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
！

国
指
定
史
跡
岡
城
跡

家
族
無
料
観
覧
券

有
効
期
限

　
平
成
20
年
３
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
13
日
㈰

　
竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

http://www.city.taketa.oita.jp
mailto:taketa@city.taketa.lg.jp
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特
別
公
開
『
岡
城
真
景
図
屏
風
』

　

３
月
11
日
㈫
〜
５
月
11
日
㈰

　

在
り
し
日
の
岡
城
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な

屏
風
の
特
別
公
開
で
す
。

　

年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

春
季
所
蔵
作
品
展
（
仮
）

　

５
月
11
日
㈰
ま
で

※
会
期
途
中
で
作
品
の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま

す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展

　

３
月
16
日
㈰
ま
で

　

享
保
雛
・
大
正
雛
・
昭
和
雛
を
展
示
。
合
わ

せ
て
端
午
の
節
句
の
武
者
人
形
も
展
示
。

写
団
ち
く
で
ん
写
真
展

　
『
竹
田
の
四
季
』

　

３
月
20
日
㈭
〜
４
月
６
日
㈰

　
「
写
団
ち
く
で
ん
」
会
員
に
よ
る
竹
田
の
四

季
折
々
の
写
真
約
50
点
を
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
18
日
㈫
、

　

19
日
㈬
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

 

竹
田
市
生
涯
学
習
ま
つ
り

日
時　

３
月
８
日
㈯　

12
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
63‒

４
８
１
７

 

岡
城
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
現
地
説
明
会

　

日
時　

３
月
９
日
㈰　

９
時
30
分
〜

　

場
所　

岡
城
跡　

中
川
覚
左
衛
門
屋
敷
跡

　
　
　
　

※
岡
城
駐
車
場
に
集
合

　

参
加
費　

３
０
０
円

　

自
家
用
車
で
岡
城
駐
車
場
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
市
役
所
前
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
送
迎
を
行
な
い
ま
す
。（
９
時
15
分
出
発
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

　

日
時　

３
月
９
日
㈰　

11
時
〜
17
時

　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
費　

無
料

　

当
日
、
昼
食
（
６
０
０
円
）
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
務
局
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
５
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

文
化
財
課

　

☎
63‒

４
８
１
８

 

水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選

 

竹
田
城
下
町
・
城
原
井
路
大
会

　

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
中
、

早
春
の
城
原
井
路
の
水
辺
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

　

10
㎞
と
20
㎞
の
２
つ
の
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
㈰　

受
付　

９
時
〜

場
所　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
駐
車
場

参
加
費　

大
人　

３
０
０
円
（
保
険
料
含
）

※
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

　

雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

菊
池　

☎
62‒

２
９
８
０
（
昼
間
）

　

髙
瀬　

☎
62‒

３
０
７
５
（
夜
間
）

 

第
16
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪

 

直
入
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

３
月
９
日
㈰　

９
時
〜

場
所　

竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

　

育
館

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
75‒

２
２
４
３

 

大
分
合
同
お
ど
り
の
祭
典

日
時　

３
月
23
日
㈰　

 

開
演　

12
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

入
場
料　

前
売
り　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日　

２
、５
０
０
円
）

特
別
出
演　

吾
妻　

栄
二
郎

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
合
同
新
聞
社
業
務
局
事
業
部

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

９
６
４
７

 

第
12
回
て
づ
く
り
音
楽
会

　

合
唱
や
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
、
ギ
タ
ー
独
奏
等

の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
で
一
緒
に
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
23
日
㈰　

13
時
30
分
〜

場
所　

直
入
教
育
会
館

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

瀧
廉
太
郎
会　

☎
63‒
１
８
２
３
（
堀
）



たけたん情報 平成20年3月号 ❷

  

税
　
金

平
成
19
年
分
の
申
告
所
得
税
、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
申
告
期
限
等
に
つ
い
て

　
平
成
19
年
分
の
申
告
所
得
税
の
申
告
と
納
付

の
期
限
は
３
月
17
日
㈪
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
付
の
期
限
は

３
月
31
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
、
申
告
会
場
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
と
納
付
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
付
は
、
銀
行
や
郵

便
局
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

し
に
な
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
作
成
や
振
替
納
税
の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
税
務
署
　
☎
63‒

３
１
４
１

  

年
　
金

平
成
19
年
度
に

学
生
納
付
特
例
制
度
を
承
認
さ
れ
た
方
へ

　
平
成
20
年
３
月
か
ら
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
方

式
（
事
前
送
付
用
）
で
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
も
19
年
度
と
同
じ
学
校
に
在
学

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、「
学
生
納
付
特
例
申
請

書
（
ハ
ガ
キ
）」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平

成
20
年
度（
平
成
20
年
４
月
〜
平
成
21
年
３
月
）

の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
在
学
さ
れ
る
学
校
に
変
更
が
あ
る

方
等
は
、
改
め
て
在
学
の
事
実
等
に
つ
い
て
の

確
認
が
必
要
で
あ
る
た
め
、「
学
生
納
付
特
例

申
請
書
」で
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　
市
民
課
年
金
係
　
☎
63‒

４
８
０
４

　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

生
　
活

多
重
債
務
問
題

◇
多
重
債
務
と
は

　
複
数
社
か
ら
債
務
（
借
入
れ
）
が
あ
っ
て
、

そ
の
返
済
の
た
め
に
新
た
に
借
入
れ
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
借
金
が
増
え
、
返
済
困
難

に
陥
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
全
国
で
２
０
０
万
人
を
超
え
る
方
々

が
多
重
債
務
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
多
重
債
務
に
陥
る
と
、
日
々
の
返
済

に
追
わ
れ
、
本
人
が
苦
し
む
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
周
囲
の
人
々
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る

等
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

・
返
済
で
き
る
計
画
が
立
た
な
い
お
金
は
借
り

な
い
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
自
分
で
管
理
で
き
る

範
囲
に
留
め
、
友
人
に
貸
さ
な
い
等
自
己
管
理

を
徹
底
す
る
。

・
安
易
に
保
証
人
は
引
き
受
け
な
い
。

・
返
済
の
た
め
の
借
入
れ
は
し
な
い
。

・
借
金
の
紹
介
屋
、
買
取
屋
、
整
理
屋
等
の
宣

伝
文
句
に
だ
ま
さ
れ
な
い
。

◇
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
相
談

機
関
に
相
談
し
解
決
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

《
消
費
生
活
相
談
》

　
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

０
９
９
９

　
大
分
市
市
民
活
動
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

６
１
４
５

　
商
工
観
光
課
　
☎
63‒

４
８
０
７

《
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
》

　
大
分
県
弁
護
士
会

　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
４
５
８

　
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
５
７
９

《
悪
質
な
取
り
立
て
行
為
や
ヤ
ミ
金
に
関
す
る

相
談
》

　
大
分
県
警
察
本
部
広
報
部

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

５
１
１
０

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

９
１
１
０

　
竹
田
警
察
署
　
☎
63‒

２
１
３
１

  

案
　
内

九
重
山
　噴
火
警
報
、噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
導
入

　
噴
火
災
害
軽
減
の
た
め
、
噴
火
予
報
及
び
警

報
を
発
表
し
ま
す
。

　
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
危
険
な
範
囲
や
防
災

対
応
を
５
段
階
に
区
分
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
発

表
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
噴
火
警
報
は
、「
火
口
周
辺
」、「
居
住
地
域
」

等
、
そ
の
影
響
す
る
範
囲
を
明
示
し
ま
す
。

　
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
の
対
象
と
な
る
火
口
か

ら
少
し
離
れ
た
所
ま
で
の
火
口
周
辺
、
及
び
レ

ベ
ル
３
の
対
象
と
な
る
居
住
地
域
の
近
く
ま
で

の
火
口
周
辺
は
火
口
周
辺
警
報
を
、
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
４
及
び
レ
ベ
ル
５
の
対
象
と
な
る
居
住

地
域
に
つ
い
て
は
噴
火
警
報
を
発
表
し
ま
す
。

3
月
の
お
し
ら
せ

予報、警報の略称 対象範囲 レベルとキーワード

噴火警報 居住地域
レベル５　「避難」

レベル４
　「避難準備」

火口周辺警報

火口から
居住地域近くまで

レベル３
　「入山規制」

火口周辺 レベル２
　「火口周辺規制」

噴火予報 火口内等 レベル１　「平常」



❸ 2008年3月発行

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

）で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様

な
学
習
活
動
や
自
発
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
生
涯
学
習
推
進
計
画
素
案
は
、
生
涯
学
習
課

と
荻
・
久
住
・
直
入
教
育
課
で
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
閲
覧
期
間
は
３
月
17
日
㈪
ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
☎
63‒

４
８
１
７

平
成
20
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　
水
道
課
で
は
、水
道
水
の
安
全
確
認
の
た
め
、

水
道
法
に
基
づ
き
、
毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度
に
実
施

す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
「
水
質
検
査

計
画
」
を
作
成
し
、
需
要
者
に
公
表
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
水
道

課
で
は
「
平
成
20
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
水
道
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
水
道
課
　
☎
63‒

１
０
４
６

竹
田

　小
判
大
豆
フ
ェ
ア
ー

　
江
戸
時
代
に
岡
藩
で
生
産
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
在
来
種
の“

小
判
大
豆”

を
守
ろ
う
と
別

府
大
学
の
学
生
が
宮
城
地
区
下
志
土
知
の
方
と

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
小
判
大
豆
の
特
性
を
活
か
し
た

料
理
や
商
品
開
発
に
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
、
商

品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
竹
田
小
判
大
豆
フ
ェ
ア
ー
」
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

別
府
大
学
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

ト
キ
ハ
双
葉
会「
竹
田
　
小
判
大
豆
フ
ェ
ア
ー
」

日
時
　
３
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭

場
所
　
ト
キ
ハ
本
店
　
地
下
１
階

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎
63‒

４
８
０
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

　
入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
、
家
賃
等
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な

る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し
て
、
国
民

生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ

り
ま
す
。

　
融
資
金
額
は
、
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内
、返
済
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
大
分
支
店

　
☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
３
３
１

ス
ズ
キ
製
電
動
車
い
す
の
無
償
修
理

　
ス
ズ
キ
株
式
会
社
が
製
造
し
、
３
社
が
販
売

し
た
電
動
車
い
す「
ス
ズ
キ
セ
ニ
ア
カ
ー
」、「
タ

ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
」、「
リ
ラ
ク
ル
カ
ー
ト
」
に

つ
き
ま
し
て
、
一
部
製
品
に
構
造
上
の
不
具
合

が
あ
り
、
ク
ラ
ッ
チ
の
噛
み
合
い
が
外
れ
る
こ

と
で
、
走
行
不
能
及
び
惰
性
で
後
退
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
無
償

修
理
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
愛
用
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
対

象
と
な
る
お
客
様
に
は
、お
早
め
に
、最
寄
り
の

取
扱
店
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
修
理
を
お
受
け

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
お
客
様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
個
人
情
報
は
、
本
件
修
理
目
的
以
外
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
ス
ズ
キ
株
式
会
社

　
シ
ー
ケ
ー
販
売
株
式
会
社

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　（
旧
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
自
転
車
工
業
株
式
会
社
）

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
ス
ズ
キ
株
式
会
社
お
客
様
相
談
室

　
　
０
１
２
０‒

４
０
２‒

２
１
９

　
シ
ー
ケ
ー
販
売
株
式
会
社

　
　
０
１
２
０‒

９
８
９‒

６
１
５

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　
　
０
１
２
０‒
７
８
１‒

６
０
３

スズキ株式会社　対象商品

シーケー販売株式会社　対象商品

パナソニックサイクルテック株式会社　対象商品
リラクル
カート RC41 RC41-100011 ～ 100260

タウン
パートナー EK40 EK40-100009 ～ 100258

製品名 型式 車台番号の範囲

スズキ
セニアカー ET4A

ET4A-100018 ～ 118177

ET4A-200007 ～ 216376

ET4A-300003 ～ 300552



1 ㈯ ・竹田商業高校卒業式・閉校式（受付）9:00 ～（竹田商業高校）
・春季全国火災予防運動（～ 7日）・全国山火事予防運動（～ 7日）・女性の健康週間（～ 8日）　

2 ㈰ ・第 21回岡の里名水マラソン大会（受付）8:00 ～（竹田市文化会館）・こども茶道教室「ひな祭り茶会」10:00 ～ 14:00（旧竹田荘）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

3 ㈪ ・耳の日　・直入地域防火啓発パレード 15:00 ～ 16:00（湯の原地区）
・荻の里温泉休館日

4 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～
　（竹田市立図書館）

5 ㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00
　（竹田幼稚園「えほんのへや」）

6 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・竹田市歩こう会「片ケ瀬方面」
　9:00 廣瀬神社下集合（※ 1）

8 ㈯ ・竹田市生涯学習まつり 12:00 ～（竹田市文化会館）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

9 ㈰ ・第16回 B&G直入地域バレーボール大会 9:00 ～（竹田市B&G直入海洋センター）
・岡城跡シンポジウム 9:30 ～ 17:00（岡城跡，竹田市総合社会福祉センター）

10㈪ ・荻の里温泉休館日

11㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

12㈬ ・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
・第 3回ドイツ料理・ケーキ教室 13:30 ～（直入保健福祉センター）

13㈭ ・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）・竹田小判
大豆フェアー（トキハ本店〔大分市〕）（～ 20日）・竹田温泉「花水月」休館日

14㈮ ・おも城サイトミュージアム13:00～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63-4818
・人権学習学級 15:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

15㈯
※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ3月
2008年

春の苗木配布
環境緑化用樹木の無料配布を行います。
３月６日㈭
　荻中央公民館　 　　9:00 ～ 9:30
　白丹公民館　　 　　9:00 ～ 9:30
　久住中央公民館　10:00 ～ 10:30
　都野公民館　　　11:00 ～ 11:30
　直入総合支所　 　　9:00 ～ 9:30
３月７日㈮
　竹田市役所　　 　　9:00 ～ 9:30
　　　　　　　　　13:30 ～ 14:00

卒園式・卒業式
○保育園　22日㈯　竹田保・久住保・都野保・小羊保・玉来保
　　　　　25日㈫　白丹保・なおいり保
　　　　　26日㈬　荻保・柏原保・あさひケ丘保
○幼稚園　19日㈬　竹田幼・南部幼・直入幼
　　　　　20日㈭　しらゆり幼
○小学校　24日㈪　竹田小・岡本小・明治小・豊岡小・南部小・
　　　　　　　　　  祖峰小・宮城台小・荻小・久住小・白丹小・
　　　　　　　　　  都野小・直入小
　　　　　25日㈫　菅生小・城原小
○中学校　  ５日㈬　竹田中
　　　　　  ７日㈮　竹田南部中・緑ヶ丘中・久住中・都野中・
　　　　　　　　　  直入中
○高　校　  １日㈯　竹田商高・竹田南高
　　　　　  ３日㈪　竹田高
　　　　　  ４日㈫　三重農高久住分校

農業用廃プラスチック回収
3 月 4日㈫
　荻堆肥センター　9:00 ～ 16:00
　JA大分みどり野菜集出荷場（冬田）9:00 ～ 15:00
3 月 5日㈬
　荻堆肥センター　9:00 ～ 15:00
　JA大分みどり野菜集出荷場（牧の元）9:00 ～ 15:00
3 月 6日㈭
　JA大分みどり低音米倉庫前広場　9:00 ～ 15:00



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈰ ・家庭の日　・岡の里城郭史講座「近世のお城を知る」13:30 ～ 15:30（岡城会館）（※ 2）
・久住中央公民館優良公民館表彰受賞報告会およびおらがまちの「近未来」説明会 14:00 ～ 16:00（久住中央公民館サンホール）

17㈪ ・荻の里温泉休館日　
・流し雛 10:00 ～（JR豊後竹田駅前竹田橋下稲葉川河岸）

18㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）・「若者自立塾」説明会及び相談会 13:00 ～ 15:00（大分NPOプラザ〔大分市〕）
・扇森稲荷神社（狐頭様）初午大祭（～ 20日）

19㈬ ・食育の日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター /荻総合支所 /直入総合支所）・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者
いきいき交流センター）・第 3回ドイツ映画鑑賞サークル 19:30 ～（直入中央公民館）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

20㈭ ・春分の日

21㈮ ・青少年の日
・竹田中央学校給食共同調理場落成式 10:00 ～（竹田中央学校給食共同調理場）

22㈯ ・紅葉魚影の森林づくり 9:00 ～ 12:00（直入地域尾瀬戸市有林）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

23㈰ ・竹田市経済活性化促進協議会「就職セミナー＆合同企業面接会」13:00 ～ 17:00（ホテル岩城屋）・第 27回公民館「見ちょくれ」まつり 9:00 ～（直
入中央公民館）・大分合同おどりの祭典 12:00 ～（竹田市文化会館大ホール）・第 12回てづくり音楽会 13:30 ～（直入教育会館）

24㈪ ・荻の里温泉休館日

25㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

26㈬
27㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

28㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課 ☎ 63-4818
・家族経営協定調印式 14:30 ～（竹田市役所 3階会議室）

29㈯
30㈰
31㈪
月　間
その他

・奥豊後冬の湯巡りキャンペーン（～ 9日）・第 10回岡藩城下町雛まつり（～ 17日）・平成 19年分の所得税と贈与税の確定申告（～ 17日）、
個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告（～ 31日）・冬の省エネキャンペーン（～ 31日）・緑の募金（～ 5月 31日）

※久住総合運動公園野球コートは、
　整備のため３月末まで使用できま
　せん。

※陽目の里名水茶屋は、冬期期間中
　のため 4月下旬まで休業します。

学校法人別府大学創立 100 周年事業
トキハ双葉会「竹田　小判大豆フェアー」
日時　3月 13日㈭～ 3月 20日㈭
場所　トキハ本店地下 1階〔大分市〕



たけたん情報 平成20年3月号 ❻

  
研　

修

平
成
19
年
度
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

生
活
支
援
員
養
成
研
修
会

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
旧
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
）
は
、
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
等
判
断
能
力
の
不
十

分
な
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き

の
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
の
管
理
等
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
本
人
と
竹
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域
…
竹
田
市
・
豊

後
大
野
市
）
が
利
用
契
約
を
結
び
、
専
門
員
、

生
活
支
援
員
が
利
用
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
事
業
に
賛
同
し
ご
協
力
い
た

だ
け
る
地
域
の
方
々
を
生
活
支
援
員
と
し
て
養

成
す
る
研
修
会
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日　

３
月
18
日
㈫　

10
時
〜
15
時
30
分

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
き

　

い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

定
員　

30
名
程
度

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
竹
田　

首
藤

　

☎
62‒

４
５
５
５

平
成
20
年
度　
訪
問
看
護
研
修
ス
テ
ッ
プ
１

　

在
宅
療
養
者
の
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護

職
員
が
基
礎
的
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
行
な
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

対
象
者　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

　

護
師
の
有
資
格
者
で
、
原
則
と
し
て
５
年
以

　

上
の
臨
床
看
護
経
験
者

日
時　

５
月
８
日
㈭
〜
７
月
10
日
㈭

　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

週
の
う
ち
３
日
間
で
合
計
30
日
間
（
原
則
と

　

し
て
火
・
水
・
木
曜
日
）

場
所　

大
分
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
１
万
円
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈪
〜
31
日
㈪

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

８
１
１
８

　

℻
０
９
７‒

５
３
７‒

２
１
５
５

  
講　

習

平
成
20
年
度　
大
分
県
看
護
教
員
養
成
講
習
会

　

大
分
県
で
は
、
看
護
師
等
養
成
所
の
看
護
教

員
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と

　

し
て
５
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

日
時　

５
月
７
日
㈬
〜
12
月
19
日
㈮
（
土
・
日

　

曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）
９
時
〜
16
時

場
所　

大
分
市
内

受
講
料　

15
万
円

申
込
期
限　

３
月
７
日
㈮
ま
で

※
原
則
と
し
て
、
各
自
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持

　

参
す
る
こ
と
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
福
祉
保
健
部
医
務
課
看
護
班

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
６
５
４

第
６
回
高
次
脳
機
能
障
害

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　

高
次
脳
機
能
障
害
の
当
事
者
、
ご
家
族
、
医

療
・
福
祉
・
行
政
関
係
者
及
び
一
般
の
方
に
対

し
、
高
次
脳
機
能
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

講
習
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容　

講
演
「
高
次
脳
機
能
障
害
の
歴
史
と
今

　

後
の
方
向
性
」、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

３
月
16
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
市
）

受
講
料　

１
、０
０
０
円
（
会
員
無
料
）

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
高
次
脳
機
能
障
害
連

　

絡
協
議
会
（
諏
訪
の
杜
病
院
内
）

　

☎
０
９
７‒

５
６
７‒

１
２
７
７

  

講　

座

岡
の
里
文
人
講
座　
美
術
館
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

今
回
の
岡
の
里
文
人
講
座
「
美
術
館
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
」
は
、
九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
太

宰
府
市
）
を
め
ぐ
り
、
研
修
を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
26
日
㈬　

８
時
30
分
出
発

集
合
場
所　

竹
田
市
歴
史
資
料
館

参
加
費　

５
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
入
館
料
、
昼
食
代
を
含
む
）

●
お
問
い
合
せ

　

事
務
局　

☎
63‒

２
４
２
１
（
渡
辺
）

  

試　

験

平
成
20
年
度　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験（
大
学
卒
業
等
程
度
）

の
日
程
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

　

受
験
資
格

　

・
昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
者

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　
　

学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま
で

　
　

に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人
事
院
が
同
等

　
　

と
認
め
る
者
。

　

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
８
日
㈫

　

一
次
試
験　

５
月
４
日
㈰

◇
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

　

受
験
資
格

　

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
者

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　
　

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、
平
成

　
　

21
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び

　
　

人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者
。

　

受
付
期
間　

４
月
11
日
㈮
〜
22
日
㈫

　

一
次
試
験　

６
月
22
日
㈰

◇
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

受
験
資
格

　

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
者

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　
　

学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま
で

　
　

に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人
事
院
が
同
等

　
　

と
認
め
る
者
。

　

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪

　

一
次
試
験　

６
月
15
日
㈰

◇
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

受
験
資
格

　

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
者

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　
　

学
を
卒
業
し
た
者
、
平
成
21
年
３
月
ま
で

　
　

に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
人
事
院
が
同
等

　
　

と
認
め
る
者
。

　

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪

　

一
次
試
験　

６
月
15
日
㈰

◇
法
務
教
官
採
用
試
験

　

受
験
資
格

　

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１

　
　

日
生
ま
れ
の
者
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親
睦
を
旨
と
し
、
広
く
同
好
の
会
と
し
て
発

足
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

工
藤　

重
文　

☎
62‒

３
１
１
０

誰
で
も
学
べ
る
通
信
制
高
校

県
立
碩
信
高
等
学
校（
単
位
制
）生
徒
募
集

　

碩
信
高
校
は
、
職
場
で
働
き
な
が
ら
、
家
庭

に
い
な
が
ら
、
ま
た
、
県
下
の
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
県
下
で
唯
一
の
独

立
の
単
位
制
に
よ
る
通
信
制
高
等
学
校
で
す
。

学
課　

普
通
科
、
衛
生
看
護
課
（
佐
伯
市
医
師

　

会
立
佐
伯
准
看
護
学
院
に
入
学
し
た
者
）、　

　

被
服
科
（
日
田
香
蘭
高
等
専
修
学
校
に
入
学

　

し
た
者
）

※
科
目
受
講
制
度
…
卒
業
を
目
的
と
せ
ず
、
一

部
の
科
目
を
一
年
間
履
修
す
る
。

入
学
資
格　

中
学
卒
業
ま
た
は
同
程
度
の
学
力

　

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
。

選
考　

提
出
書
類
で
行
な
い
、
学
力
検
査
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

学
費　

年
間
約
３
万
円

出
願
期
間　

３
月
６
日
㈭
〜
19
日
㈬
12
時

出
願
方
法　

２
０
０
円
分
の
切
手
を
同
封
し
て

　

高
校
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
５

　

大
分
市
上
野
ケ
丘
２‒

10‒

２

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

　

☎
０
９
７‒
５
４
３‒

９
３
３
９

平
成
20
年
度　
大
学
奨
学
生
募
集

　

財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会
で
は
平
成
20
年
度

大
学
１
年
生
を
対
象
に
奨
学
生
の
募
集
を
し
ま

す
。

　

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大

　
　

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
者
、
平
成

　
　

21
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
及
び

　
　

人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者
。

　

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪

　

一
次
試
験　

６
月
15
日
㈰

受
験
案
内

　

返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
、１
４
０
円
分〔
国

税
専
門
官
に
つ
い
て
は
１
２
０
円
〕
の
切
手
を

貼
付
し
、
あ
て
先
を
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒

に
、
請
求
す
る
し
賢
明
を
朱
書
き
し
、
次
の
住

所
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２‒

11‒

１

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２‒

11‒

１

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

　

℻
０
９
２‒

４
７
５‒

０
５
６
５

  

募　

集

第
19
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展

　

第
19
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
「
シ
ル

バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
展
」
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
各
部
門
の
入
選
作
品

15
点
は
、７
月
に
シ
ル
バ
ー
作
品
展
示
会
場（
大

分
市
）
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
昭
和
24
年
４
月
１
日
以

　

前
に
生
ま
れ
た
方

募
集
部
門　

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
（
川
柳
の
み

　

課
題
が
あ
り
ま
す
。）

※
１
人
に
つ
き
応
募
で
き
る
の
は
短
歌
１
首
、

俳
句
・
川
柳
は
各
２
句
ま
で
、
未
発
表
作
品
と

し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

申
込
方
法　

福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民

　

生
活
課
窓
口
に
備
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
大
分
県
社
会
福
祉
協
議

　

会　

長
寿
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
付
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会　

長
寿
い
き
い
き

　

セ
ン
タ
ー

　

〒
８
７
０‒

０
９
０
７

　

大
分
市
大
津
町
２‒

１‒

41

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会　

長
寿
い
き
い
き

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
５
３‒

１
１
５
０

ブ
ル
ー
フ
ェニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ュニ
ア
バ
ン
ド

新
会
員
募
集

　

竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
の
小
学
生
と
中
学
生

で
構
成
す
る
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ン
ド
の
新
会
員
（
小
学
校
３
〜
５
年
生
）

を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
で
も
楽
器
の
持
ち
方

か
ら
指
導
し
ま
す
。
練
習
日
に
お
気
軽
に
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時　

毎
週
日
曜
日　

15
時
〜
17
時

　
　
　
　

※
３
月
23
日
㈰
は
休
み
で
す
。

練
習
会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室

募
集
期
限　

３
月
31
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

保
護
者
代
表　

☎
62‒

４
９
５
６
（
池
永
）

　

指
導
者　
　
　

☎
62‒

２
７
６
６
（
鎌
田
）

竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部　
会
員
募
集

　

合
併
を
機
に
、
趣
味
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る

方
々
の
会
、
竹
田
市
美
術
協
会
写
真
部
を
結
成

し
ま
す
。

出
願
資
格　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　

で
、
４
月
に
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

　

る
大
学
及
び
短
期
大
学
（
通
信
に
よ
る
教
育

　

を
行
な
う
課
程
、
別
科
、
専
攻
科
及
び
大
学

　

院
を
除
く
。）
に
入
学
す
る
方
。

出
願
期
間　

３
月
10
日
㈪
〜
４
月
21
日
㈪

　

※
当
日
消
印
有
効

貸
与
期
間　

４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
正
規

　

の
最
短
修
業
期
間

貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員

一般奨学金（約 120 名程度）

国・公立
自　宅 36,000 円
自宅外 40,000 円

私　　立
自　宅 43,000 円
自宅外 51,000 円

私立短大
自　宅 42,000 円
自宅外 48,000 円

伊藤隼・マサ代・孝子奨学金（5名）

国・公立
自　宅 36,000 円
自宅外 40,000 円

私　　立
自　宅 43,000 円
自宅外 51,000 円

　

※
貸
与
月
額
と
募
集
人
員
は
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
６
２
０

　

http://w
w
w
.d-b.ne.jp/syogaku/

http://www.d-b.ne.jp/syogaku/
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募　

集

竹
田
市
役
所（
本
庁
）電
話
交
換
手
募
集

募
集
人
数　

１
名

申
込
期
間　

３
月
５
日
㈬
〜
11
日
㈫　

※
あ
ら
か
じ
め
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。（
土
、
日
を
除
く
）

　

業
務
内
容
は
、面
接
時
に
ご
説
明
し
ま
す
が
、

電
話
で
の
お
問
い
合
せ
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
総
務
係　

☎
63‒

４
８
０
０

臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
登
録
者
募
集

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
20
年
度
の
臨
時
職
員
・

非
常
勤
嘱
託
員
の
採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録

者
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
21
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
い
た
し
ま
す
。

○
募
集
内
容

○
勤
務
条
件
等

給
与
・
休
暇　

市
の
規
定
に
よ
る

勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
正
規
職
員
ま
た
は
教

　

育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
勤
務
職
員

　

服
務
規
程
に
準
ず
る

社
会
保
険　

法
定
制
度
適
用

任
用
期
間　

職
種
及
び
配
置
先
に
よ
り
異
な
る

勤
務
場
所　

本
庁
、
各
総
合
支
所
、
そ
の
他
の

　

施
設
。

※
詳
細
な
条
件
は
職
種
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

○
年
齢
制
限　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人

○
登
録
方
法

　

３
月
３
日
㈪
か
ら
随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

所
定
の
履
歴
書
（
総
務
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
に
備
付
）
に
写
真
を
貼
付
し
、
総
務

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。）

　

な
お
、
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま

で
で
す
。

※
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
方
は
３
月
12

日
㈬
必
着
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
職
員
係　

☎
63‒

４
８
０
０

お
お
い
た
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
登
録
者
募
集

　

県
外
に
お
住
ま
い
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

の
方
の
た
め
に
、
県
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

お
お
い
た
、
㈶
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会
が

連
携
し
て
「
お
お
い
た
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
登
録
お
よ
び
利

用
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の
正
社

員
採
用
を
お
考
え
の
事
業
所
の
皆
様
に
は
、「
お

お
い
た
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
求
人

登
録
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

休
職
・
求
人
と
も
大
分
県
人
材
定
住
情
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
）
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
登

録
で
き
ま
す
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
と
は

別
に
、
簡
単
な
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

・
大
分
県
人
材
定
住
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
Ｎ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.sorin-oita.or.jp/u/

●
お
問
い
合
せ

　

お
お
い
た
人
材
Ｕ
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
２
０‒

１
１
９
２
０
１

  

求　

人

◇
嘱
託
職
員
１
人
10
万
（
竹
）
◇
瓦
葺
工
１

人
24
〜
28
・
８
万
（
竹
）
◇
土
木
施
工
管
理
技

士
１
人
21
〜
28
万
（
荻
）
◇
コ
ー
ス
管
理
２
人

13
・
５
万
（
久
）
◇
接
客
・
受
付
１
人
12
・
４

〜
13
・
２
万
（
竹
）
◇
美
容
師
１
人
12
・
５
〜

15
万
（
竹
）
◇
医
療
事
務
・
薬
品
販
売
１
人
12

〜
13
万
（
竹
）
◇
接
客
１
人
12
・
５
万
（
久
）

◇
作
業
員
１
人
17
・
５
〜
25
万
（
竹
）
◇
保
健

師
１
人
23
〜
32
・
１
万
（
久
）
◇
栄
養
士
１

人
16･

３
〜
20
・
８
万
（
直
）
◇
保
育
士
２
人

12
・
６
万
（
竹
）
◇
事
務
（
ト
ラ
イ
ア
ル
）
１

人
12
・
７
〜
15
万
（
竹
）
◇
正
・
准
看
護
師

１
人
14
・
５
万
（
直
）
◇
大
工
１
人
14･

４
〜

19
・
２
万（
竹
）◇
厨
房
係
２
人
14
〜
20
万（
直
）

《
パ
ー
ト
求
人
》

◇
制
御
室
ス
タ
ッ
フ
１
人
時
給
７
５
０
円（
竹
）

◇
盛
付
け
・
配
達
１
人
時
給
６
５
０
円
（
竹
）

◇
厨
房
員
１
人
時
給
７
９
０
円
（
竹
）
◇
現

場
補
助
業
務
１
人
時
給
８
５
０
〜
９
０
０
円

（
久
）◇
養
鶏
作
業
員
１
人
時
給
８
０
０
円（
久
）

◇
歯
科
衛
生
士
・
助
手
１
人
時
給
６
５
０
〜

７
５
０
円
（
竹
）
◇
販
売
・
製
造
40
人
時
給

６
４
０
〜
８
０
０
円
（
竹
）
◇
接
客
１
人
時
給

１
、０
０
０
円
（
直
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒
１
１
０
１

職　
　

種

備　
　
　
　
　

考

専　

門　

職

栄
養
士
・
保
険
師
・
レ
セ
プ
ト

点
検
員
・
介
護
認
定
調
査
員

労　

務　

員

運
転
・
道
路
維
持
作
業

（
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
）

http://www.city.taketa.oita.jp/
http://www.sorin- oita.or.jp/u/



